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L万分の L地質医iE 倶知安 (札幌ー第 28 号)

北海道地下資iiJ;l調光市

北海道技師土居繁雄

ク iI属託長谷川 潔

はしがき

この悶rpMおよび説明古は，北海道問)£;j ごから依:限されて，昭和 28 年 7 月から同年 8 尽に

わたる約 50 日，昭和 29 tl 二 7 月から 10 月にわたる約 50 R ，あわせて約 100 日間でおこな

った町タト調査の結鳴を整理して，その概要を報(りしたものである。

W}外調査にあたっては，この地域の 'P 宍却と東南町とを長谷川が，そのほかの地域を土

居が，それぞれ判ゴ1 した なお，京杷から宋別にかけての地域は二本所地IT})l:床課長奇麗呂

之氏の度目J)をうけたコ下防火山およびIl r器地市;は北海道大学J甲学沼地およ物学教室の

井義堆氏の調査資料ーによった(

また野タト前五を進める際には， 日 ~1~紅、'{~{Jt知立 J{~、rJJtよらびに赤井川村役場の職日各位，

北海道後志夫)j'産主認の!it1右一氏からいろいろと御配J，立を n易つだっ R4J 立を去するコ

I 位置および交通

この凶1隔のしめる地域は，北緯 430'~4350〆，東経 141" 15〆~141 、 0' のな同にある

行政区両のうえから，市東市地域は京阪j寸[こ， I苛地111~は倶知支町に，北東 l:fGl l!i hx(ま赤

井川村に，それぞれわかれるごl しかし，北東隅の 1 部は豊平町にふくまれているコ

鉄道網としては，尻別川[こ沿って， {具矢II友町から噴火湾岸の伊達t/:別まで通ずる IJEl振保

のほか，京艇から脇方までの脇方線がある。そして，この胆振線とほぼ平行に，倶知支か

ら南京i涯をへて喜茂別に主る国道が通じている。このほか，末広。出雲。瑞穂地区は碁盤

の目に道路が発達し，寒別。王山梨。松川。六百なと、の丘陵'VI:の山地および羊蹄山麓には

開拓道路が開さくされているコまた，各河川にそっても道路はある c しかし，この道路ぽ，

-1-



林産物の運搬をのぞいては，あまり利用されておらず，路面の手入れも不充分である。

II 地形

この図幅地域は大きくみると， 4 つの地形区にわけることができる c

(1) 図幅地域の北部および北東部をしめ，小起伏にとむ山地帯。

(2) (1)のrJ r l"il l;tlf と尻2J IJ ]l j とにはさまれて，悶 l福地域の西から東南に帯状につらなつ

ている，台地状地形のみられる山地帯。

(3) 図幅地岐の丙南部をしめ，羊蹄火山の{抗野をつくっている地域で

(4) 各河川に沿って，ひろがっている沖積地。

(1)は，標高 200m から， しだいに高さをまして長 riii 1,000 m に達する小起伏にとん

だ地域で，おもに新第三紀店と同時点]の火山岩類からでさており，さらに，これらをおお

って第四紀の熔岩が発達している。そして，熔岩の発達している地域は， ):i:t岩流の市がは

っきりとみとめられ，ひかく的平土日な地形面をしめしている。

(2) は，標高 180m から，高度をまして段高約 450m におよび，基盤は新市三紀回と

同時期の火山岩類からできているが，おもに，第匹紀の火山砕屑物でおおわれている地域

である。この地域では，あきらかに段丘面が識別される。

この段丘面は，あとからのべるように，いづれも砂棟四をのせているが，ほとんど全域

が，火山砕屑物を主とする真狩別府でおおわれているため，多くの場合， ti操屑は河岸また

は台地から沖積地にうつる急崖にだけみられる。

(3) は，この i地虫域の南につらなる留ズ浮J都閃幅の j北hじ白出出，う官目i!山!口;にある，下

おもに:羊下蹄火山 H噴責出物からできている C そして，半円形に裾野が発達しており，扇状地堆

積物がのっている。

(4) は，まえにのべたように，各河川の沿岸に発達している低地を立 lけとしている。

水系は，この地域の南東か北丙に流れ，寒別 I:付近で流路をほぼ東丙にとる尻別川をのぞ

いては，ほとんどの河川は，との地域の北部および東部山地に imtを発し，それぞれ南北か

ら北東一南西の流時をとって，尻別川に合流しているョしかし，三角山から 931 m 三角点

および 783m 三角点をつらねる尾根の北部では，流路を南北にとり，北に流れて，この図

*|国外を流れる白井川に合流しているここれらのうち，主な河川は，南からワカナタヴプJl!.

*この地域の北にうらなる「仁木j 図幅地域の南部を東から西にながれ，ガローの沢との

合流点附近で，流路を南北にかえている。
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崖 錐 t藍 積 物 総縫選喜望 Tad 砂，燦，粘土

恨リ 富士見火山噴出物 YV7
紫雑草輝石安山岩質火山弾，

第 羊 火 阿賀火山傑，火山灰

山

YV6
合普通輝石紫蘇輝石安山岩，

蹄 噴
学月湖噴出物および同頂丘熔岩

同質火山弾，同質火山岩塊

出
紫蘇輝石安山岩，同質火山弾，

火 物 北山噴出物および熔岩滞 YV5 火山岩塊，火山灰，軽石

l勾
本

砕 片 描 出 物 YV4 普岩火通塊山輝，灰問石， 火紫軽山蘇石 弾輝，石同安火山山岩礁質， 火山
体 羊蹄火山活動

噴 火
第 YV3 普通輝石紫蘇輝石安山岩3 期 熔 石山 流

出

川μ

世 噴 第 2 期 熔 岩 流 護費議議援護 YV2
合かんらん石普通輝石紫蘇輝石

開 安山岩

物 出

物 第 1 期 l熔 岩 流 :J-;ウ.:)町1唱〆，ニク役Jー f‘4むμ'iメι三沼"沼混広￠=1沼乏芯忽'-グ?三玄三ー噂;'ιJム( とぜ-::::〆三F〆 八て〆エ/ェーμァ，JJzJ/一，J一F一.fて，f， 〔ザτ.汀'ノE'Ja YVl 普通輝石紫蘇輝石安山岩

{民 イ立 段 丘 堆 積 物 比一議磁総縦揺語 Lt 砂，磯，火山灰，粘士

更
火山灰士，火山砂，スコリア，

真 狩 日IJ 層 Ma 浮石磯
降灰

中 位 段 丘 堆 積 物 Mt 様.砂，浮石質砂，火山灰

紀

角 位 段 丘 堆 積 物 一h6。・.aiaえt 竺J品廷位1 ・:一与品..-a益i二-一益・..九九・治与・e州;-E益a了- ・一盆・2竺一ー. 砂，礁，火山灰，粘土層

新

留 寿 者U 層

匡宣言 Ru
火山灰質砂層，浮石崩，機層 降灰

IIIIIIII

己主

紫蘇通輝石輝石安山岩普 普通輝石紫藤獅石安岩山 普通輝石紫藤輝石安岩山 紫結解雌碍石普通揮ゐ安山砦
無 余 831m

博岩基底無意根岳
IIIIIIIIII

名 p

ロ凶川出同~巳 ~誌~司川」潤 444444:-土:t式γa悼日 EdzdpvkndRr噌引、~机誌一j有~HHbKメチー-;「MCrHiUjヲdC刻、時メメ T‘』司叫司恥LRγI マ』3zu3x~pizー}可Jifゆ‘V凶，，L(守hhHH叫メぜγ(可VHHパパAl凶メ
HI La3山 岳 ←輝石安山岩類

世 熔 熔
熔

ぷ
岩 :;{ムミj- 岩

/¥侵地大 蝕塊和 違間石 動機英 粗面岩 Ya

鮮 末 広 層 Sts 凝灰質砂岩泥岩 美比内熔岩(B la)

扶 桑 集 塊 岩 層
Fag 普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩 ←輝石安は J岩質築士電岩

ヌ

v vv vわkvvV、、Bpv三るnqバιミ\rめ~ドA~1Jι、ふ.少、v，ζA，、~へdAVnv!、yゐA，AALr,vv-wJvV

1ビ|円/A/Aち吠A町〉An丸Fn一/町l 縄輝紫藤石安山岩普通石 輝普通紫盗掘針開伺Z安岩山 輝藤輝紫石普通石安山場 侮安岩紫俸輝石通h山普 岩山iT紫僻仰安
カ 大 931m 松 申， vvv v

事If ソ.

';..;t，宅勘』v vシ
バμ

二工

フ 沢 山 )11
A

二/
梨 A

コ
←輝石安山岩類

ロ 熔 l均主 熔
熔

際費盟組熔岩
熔

Zμ王4 岩 岩 岩 E件ヨf

世
無 υj 沢 層

・・・一一ー "・・・ 一 ・一一 ーーー一 -司ー ・ 一一 ー一.・ 今， ,一 :・.一・・.，一一.ー一・一 .一一ー.一 Ns 凝灰質砂岩，砂質頁岩，磯岩 |打/地開塊運動

経拡AF持EA2 争組f予A借:予主告畠 E需E新
旬。

石英斑岩 (Qp) 貫入
母

中の )11 禄色凝灰岩部層 Mgt
凝灰岩，凝灰質集士鬼岩，磯砦，

r:t·;・:t'-~ J..} ~ヴ h・(/)十 LJ』γ'n~，、、 f・、、， ‘'三
凝灰質頁岩

沢

層
右の沢砂岩礁岩部層 Msc 凝灰質砂岩，凝灰岩，機岩 ←玄武岩

第

中 春
凝灰岩，凝灰質集塊岩，

盤の沢凝灰岩部層 Kgt 凝灰質頁岩，角居眠凝灰岩

ap=b企fa5fafa47: 三，JJLauVdH.t3fE ・4fEf￡4.・fγ4fafafJb: ・aA投h・14帥110FAff49，. :4033. ヨ，4r2r7 己~認At1

青井川角礎凝灰岩部層 活町設…地設告主空?訴都Zd2合0a1記守士1、ttるqV34ヤA54224
石英粗福砦質角礁凝灰岩，

一一一

ポンガlEZト\\ IRb3-zぐ!工場 ←石英組函主主

石英粗

日

一二三 ZZ lZ輝角/醐田一灰戸山智/欄醐づJtr戸援-u灰一晶-岩一
←玄武岩

新

匪 ヨ部恒 F;角礁凝灰岩

紀

軍三主
+一石英組両岩

十一輝石安山岩

層 笹角離山首種-尺灰岩 L部L層--hrJ- ー-、 ~5 変Q朽〉沢 安山岩
F2P1
海y断安山岩 +一輝石安山岩

脇
沼の沢緑色凝灰岩部層 Ygt2 角様凝灰岩，凝灰岩 M咽権}以

世
日暮沢変干I; 安山岩 Yp2 輝石安山岩 ←輝石安山岩

ペーペナイ川緑色凝灰岩部層
う~~ ‘g、;t ，~，~‘ コ 、 f、・ミ、 .1 、、 ，、 、、，、川、 l‘、 、r¥\~、4

Ygtl 凝灰岩，角礁凝灰岩

方

大 富 石英組面岩 YI 石英粗商岩 ←石英粗面岩

1 ，016m 山集塊岩部層 Vag 安山岩質集塊岩

層
ワカサタップ川変 f/j 安山岩 Ypl 骨一輝石安山岩輝石安山岩

.



ぺーペナイ川。ヌプリエンコロ川・ポンクトナン川および倶登山川である。

III 地質概説

このI止域をつくっている地質系統は，模式住状凶にしめしたようなものである

新市二紀刊は，この地域の北部およひ、北東部に分布してp る， 下から脇方屑。在日居。

n了沢!日。恨の沢円。 f!~桑集l鬼岩屑および末広)叫にわけられる

四万は，変十:7..}友山岩化作用をつよくうけた支山吉11集塊岩。的確凝灰岩および緑色凝

!ズ岩を主な構成日とし，変朽支山吉や石児ト11rCu岩の:溶岩流をともなっている。この地層は

!;流出 l宝lIFi，'; I定山渓J J広岐に発達している白水川日と同じ同守三のもので，岩T1:からもi山統に

･

対上とされるかもしれない J

日 ~"i は， ziJ朽交山!占化作用をつよくうけた支山吉氏集塊岩。石英社l.r百岩13集~忠岩およ

び同の:νji色凝ペ~~iを主な構成日とし，支朽交山吉(じした輝石安山岩。石 I児tIl[訂岩および

玄武百などをともなっている)この地 fj~I>1 は， ;Li Tlfから隣f主 l寸 i恒 !;ζ山渓」地域に発達して

ホキ

いて， ，111[\;Mfc と守えられているニ白井川村または望羽田に対比される c

ほ以イは，交山岩'ITt長塊岩 o jlj喋凝岩およびZJjl色凝 1ヲ(岩などの火山砕屑物を主要構成

只とし，凝くTTt~~;の;専)再をともなうもので， !持出 i叶 i恒「定山渓JI広域に発達している湯

**の沢円に対比され，訓縫統と古[)と号えられる c

のれ )r，モ j および本 JLJ I"'iは，それぞれ， I'疑民 T1 砂刀および凝町民貞岩からできており，岩

から黒船肉統に対比されるものであろう

f!~ 桑集塊 Ff 府は， Jt ミ山岩 21 ・の火山砕屑物からできており， しばしば熔岩流をともなうも

ので， TJET から黒松内抗と考えられる」まえにのべた脇方円および五日胤との関係は，弓ミ

整合である。

これまでのべた各地府をおおって，新 jti ト大山岩対がり;岩 ifrf として溢 ifrf し，平坦な山地を

つくって，地域の中央部および東部に発達しているニ

また，まえにのべた新市三紀屑および同I1 :J ， jiJ Jの火山岩頭からできている山地と，民別川

とにはさまれた台地状の山地には，いろいろの屑準の洪積屑が発達しており，さらに地域

*筆者の 1 人土居が 5 万分の l 地質凶幅一定山渓」を調査した 1953 年に， ~J1I縫琉 F部と

考えてνたが，最近，岩質の点、から福山統と考えられているようである c しかし，こ

こではいちおう訓縫統下部と考えておく

料 土居繁雄 1953 年: 5 万分の l 地質 rg[ I定山渓@幅説明書，北海道開発庁
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の西南部には，新期洪積層を不整合におおって，下蹄火山l噴出物が発達している。

第一表倶知安図幅周辺新l第三紀苅比表

日寺 代

VT

号事

紀

T221U 葉国恒 11~ ~Q 守図唱|留尋問幅|仁木図幅|岩内図幅
(j度島半島)1 (/; )I(土正品 1 松井)l kFU)lMにす )11)

鮮|ベ ll! 川川
由| 末広石 l 岩層 三0) ~ ~ I
黒 口一・・. .., 集
松 天狗記繁塊宕 I 1主j桑集境岩層 ・・~.-.-.-. 待望主流岩層

内 .ι父.ι:コ父ι'.父.'山:
『 可 r一山一-.·0\\プ一一一山八 ····1無川収R砂右買宕層! 卜χ.. シ日〉入℃γ川 dの) !.尺

続 m行行汁行判庁行汁行竹廿村市有↑什汁竹汁汁行判γ竹汁行竹村?竹什村rnT汁市計アr1nT汁行行汁

斗明ル~ 川川川仰山山中山山川

!っ !山山JUlliWllllllllllllll1iII 市 !
II

西松沢層 I

fl一関イ川11U|沢一山市川 Ii…| 1…:携の沢層 illllillllllllll 『

縫 l)~ I 羽
層 I )11 I 羽

層|層

統|群

¥J守

世

匂

新

世

臼 JK 川層

ワ主主送主主主主

福山統

••••••••••••••••••••••••・

5
­

•・・

玄武岩

護霊歪;;;:m;:;:;J

石英粗商岩

.......，...~，屯周拠隠楓..，‘...・M

..‘ ....'0 ‘..‘照 n ，毛"")0...，・
州‘附 i冊、.."...""..同'"

変朽安山右輝石安山右 石英安山岩 石英 N 宕

IV 新第三紀層および同時期火成岩類

この地域に発達している新第三系は， ド位から， (1)司 II縫杭ド部と:考えている脇方屑，

(2) 訓栓統中部 lこ対比される在日屑および， (3) 黒松内杭に相当する無の沢屑 e 末広居。

桑集塊岩層ならび iこ同|時期の火山岩類に大きくわけることができる。
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IV.l 脇方屈身よび、同時期火山岩類

この地層は， この地上司 i南部の脇方地 li'~ に発達しているもので，変朽安山岩化した輝石支

山汗や石英 fll 面岩の熔岩流をともない，火山砕屑岩を主体としている。地屑の走向。傾斜

からみると，脇方地上そのワカナタップ川を I[f 心[こして，その北部では北に傾斜し，南部で

はf( gに傾斜する，背科構造をしめしている

なお，この;半日は，つぎのような回!子をしめしている

日の沢松色岩部 TlSi CYgtz]

日日沢支朽三山 ~7 CYpz]

べーペナイ川色凝灰岩部屑 CYgtl]

石史訂岩 [Yl]

1， 016 享日 [Yag]

ワカサクザブ支朽安山岩 [YpJ]

IV.I.1 ワカサタップ変朽安山岩 [Ypl]

この円行(ま，ワナクザプ川の f-:流流域に発注し，河に模式的な話出がみられるこマ

の r~il!j日1-[誌を持日えしている J住居の最下部の代目をしめ， J:位に発達している1.016 集塊岩

に整合におおわれている

日示色ι故後?克硬な岩石で、，全体に緑泥石化作用をうけているほか，部分的に黄鉄鉱

イヒ作用および炭段塩也作用をうけている

IV.1.2 1， 016 山集塊岩部層 CYag]

この集l~岩!日は，ワカサタザプ川とぺーベナイ川とにはさまれた地域の 1 ，016 m 三角点

の附;r:rに，模式的に発達している。このほか，ワカサタザプ川左股川の河岸，ワカサタッ

プ中流の河岸および)~'[~;;地域の 1 HiSに露出している c 模式lUiでは， N20
J
E ・ 40 つNNW，大

宮地域では， EW0 35S の走向。傾斜をしめしている、 このi地也!府』丙干の

f涼♀色凝!川J七リ《ノ}どlピ?·I刀f庁?J阿百が整合にのつている

この渠l;r!J.![iil'0Jは色または帯主J~紫色をしている 礁は径 3cm~10cm ていどの交

朽支山~l1化作用をうけた輝行交山岩礁である 正日は同自の凝町岩であるが，ときには熔

岩の場合もある

この集塊岩田は，全体につよい~"Ri)己石化作用をうけているほか，部分的に持鉄釦;化作用

や此酸塩化作用をうけた輝石安山岩l1Jのものである c

この集塊岩の撲を，顕微鏡下で観察するとワぎのようである。

- 5 -



斜-長石は，ほとんど結晶形をみとめることができないほどかわり，絹雲母。方解石お

よび緑泥石に置きかえられているつ輝石類は完全に緑泥石にかわワている。

石基は，絹雲母。方解石および緑泥石がいちじるしく生成されており，ジンアイ状の

物質が一面に散在しているつ

IV.I.3 大富石英粗面岩 [YlJ

この岩石は，ワカナタザプ川右の沢支流の下流の河岸に，模式的な露出がみられる こ

のほか，脇方駅の丙南方約 500m にある鉄道線路の切割にも露出している。

まえにのべた， 1,016 m Il l集塊岩部層との直接の関係は，観察されるところがないので，

不明である。 だが，模式地では，河岸の崖[こ石英粗面岩が，河床面には 1，016 m rLJ果J担育

部屑が，それぞれ露出しているので，いちおう石英担而岩を上位としたο なお，この石見

祖国岩は，黒松内期と考えている中山梨情岩や，ヰ:匹'紀の真狩別屑 I乙不整合におおわれ

ている Q

•

この岩石は，灰緑色または fli~二夫色を呈し，ふ尼:行化作用やカオリシイヒ作用をいちじるし

くうけている。

この岩石を顕微鏡下で目察すれば，つぎのようであるコ

斑状構造を呈している 構成鉱物は石英。斜長石。正長石。ガラスであるっ斑品石英

は，自形ないし半白形をしめしているもののほか，融蝕形のものもある。斜長石は，他

)r;を呈し累帯構造がいちじるしいコ正長石は位形を旦し，ほとんど分解して，絹雲母。

緑泥石が 2 次的に佳成されてν るつ

石基は ， i持品質で，ガラスが大部分であるが，石英と斜長石の小さな結晶がみられる

IV.I.4 ペーペナイ川緑色凝灰岩部層 CYghJ

この地層は，ぺーペナイ川中流の河岸!こ模式的な露出がみられる。このほか，採五郎の

沢，口暮沢上流，ーの沢上流およびワカナクップコ川南方の大宮地域にも分布しているご 、

模式地では， N20つE~N lOW0 30cW~EN，ーの沢では N700E0 30
c
NNW，大ごi

l~では EW~N60つW 0 35)~45S~SW の走向。傾斜をそれぞれしめしている。 まえに

のべた 1，016 m L!J集塊岩出国を整合におおい， EI~+沢変朽安山岩におおわれている三早さ

は 500m 内外であるコ

おもに同緑色またはII古紙色の，月諜凝!必岩と凝り(岩から構成されているが，ときどき凝

灰賀砂岩や凝灰質頁岩の薄屑をはさんでいるこ全版(こ緑泥石化作用をいちじるしくうけて

いるほか，部分的に磁化作用や黄鉄鉱化作用をうけている 3

安山岩質のものであるつ凝灰岩はひじように粗粒なもので暗緑色のパザチをふくんで

いる。また，角操凝灰岩は，緑[尼石也作用をいちじるしくうけた輝石安山岩の角擦のあ

νだを，同質の中粒ないし細粒の凝灰岩でうめたものである。ともに，部分的に粘土也

~ 6 ー



しているところがみとめられるコ

IV.I.5 日暮沢変朽安山岩 [Yp2J

この地域の阿部にある日暮沢の下i1rUili域に，模式的な露出がみられるここのほか，沼の

沢と石の川との合流点F付近，およびぺーぺナイ川の河岸にも発達している c まえにのべた

ぺーベナイ川凝灰岩部屑の上位に，整合でのっており， j百の沢緑色凝九日岩部層で整合にお

おわれてυるコこの変朽安山岩の下部は集J鬼熔岩で，上部は倣密堅田な熔Jtf流であるコ

日古紙色ないし II斉灰白色を呈し，紋山石化作用。炭酸:晶化作用。黄鉄拡の完;染がみられるづ

沼の沢下流の河岸では，このJ山崎の構造線と，ほぼ|百l じ走向をしめす N60E 方l白]の石見

の細服が発達し，その附近はつよい砧化作用をうけている。

この宕石を， ill:ff微鏡下で視察すればワぎのようである。

斜長石は，短柱状を呈し，炭W2~~'{じ作用や紋;尼石イヒ作用をうけて，方解石や緑泥石に

かわワているものが多い しかし双品ヂ黒抗構造などのもとの構造をのこしている

輝石類は，全く紋泥石にかわ・って ν る 石基は.力解石。誌[尼石がいちじるしく生成さ

れており，ジンアイ状の物質が一市に散在してし、る 2 次的鉱物として武鉄鉱がみられ

る

IV.I.6 沼の沢緑色凝灰岩部層 [Ygt2J

この l(h Jd(の東部にある沼の沢の河岸に，模式な露出がみられる このほか，ぺーベナ

イ川と笹の沢とにはさまれた，~~恨の i苦手'IUrf にも完遣しており，ここでは， N80c¥Vo20N

の走向。傾斜をしめしているコ

まえにのべた日存沢支朽安山汗の日 {I: にのっているが， [r'J:誌の関係(土不!リ jである

おもに角 i喋凝灰汗から構成されているが，持色凝 r)~ ，{:i の薄日をはさんでいる J 角陳は埠

石安山岩を主とし， ;;~，色頁万も少量みとめられる 厚さは 200m である

なお， この地!日は，沼の沢の f二流 iirChえでは，茂投 ffiC.: 化作用をうけているが，ぺーベナイ

川と笹の沢とにはさまれたrJ r地では，いちじるしく硫化作旧をうけ，石児 1日[百 17のように

みえる

灰緑色な ν しイサ緑紫色を呈するこ角礁は， O.5cm~3cm ていどの変朽安山岩・?と作用を

うけた輝石安山岩‘を主とし，少量の黒色頁主!?や砂岩の岩片もあるて基質は，灰緑色の粗

粒な凝灰岩である。

珪 fじ作用をャちじるしくうけたものは， 灰色または暗灰色を呈し， 2 次的石英粒がみ

とめられ，石英粗面岩のようにみえる ο しかしよくみると角傑凝灰岩のもワ構造をの

こしており，黒色頁岩の岩片をふくんでいるシ

-7-



IV.2 春日居ゐよび、同時期火山岩類

,

.

、

第 2 図版 5 の沢変朽安山岩の露出

(大和地区基線の沢)熔岩が多く，わずかに集塊惰岩をともなっているに

-8-

この地層(土，地域の西部にある石の川流域に，模式的に発達しているほか，北部の青井

川流域，ガローの沢流域，北西部の倶登山川上流流域およびポンクトナン川上流流域にそ

れぞれ分布している。

この地屑の構造は，大きくみると，石の川流域では，北方にむかつてしだいに上部層が

みられる単利構造をしめしているのに対し，三角山を中心とする北西部地域では，NNW

-SSE および E-W 方向の断層で分断されており，その構造はひじように複雑であるし

なお，育相からつぎのようにわけることができる

盤の沢凝?夫岩部居 (KgtJ

吉井川角陳凝川岩部屑 (Ktb3 J

右の沢石英相面;ti (Kh]

ガローの沢集塊岩部屑 (KagJ

71 点沢玄武岩 (Kp3]

石の川角疎凝 l死岩部層 (KtbzJ

三角山石英粗 i可岩 (Kh]

ワザカヴエンナイ沢変朽安山手 i (KpzJ

笹の沢角牒凝')(岩部層 (Ktbl]

5 の沢変朽安山岩 (Kpl]

IV.2.1 5 の沢変朽安山岩 (Kpl]

この岩石は，石の川下流流域に模式的に露出して

いるここのほか，笹の沢の上流，ヌプリエンコロ川

上流，ポシクトナン川支流の基線の沢，および倶登

山川上流などに発達して i: ユる。

まえにのべた，脇方府の i誌と部をしめている沼の

沢緑色凝り〈岩部屑の土位にのっているが，直接の関

係は不明である。

~!f' タj、の観察では，石の川下流地域に発達している

ものは，熔岩と集塊熔岩の互屑からできているが，基

線の沢や{具登山川上流地域に分布しているものは，



すぎな l この岩石は，日吉緑色ないし I;疋対色の密なもので，全般に，緑泥石化作用，炭

酸塩化作用および黄鉄鉱化作用をうけているこ石の川流域をふくむ東部地域では版記石化

作用をつよくうけているほかは，黄鉄鉱化{ノF'用をわずかうけているにすぎないが，北百部

地域のものは，保?It石化作用のほか，ややつよく炭酸塩化作をうけている傾向が，みとめ

られる

比較的新鮮な岩石を顕

微鏡下で視察すると，絹

雲母化作用。緑泥石化作

用をひじようにうけてい

る c また， ところによっ

ては，黄鉄鉱氾作用もい

ちじるしい 安山岩の構

造をのこし，斜ー長石は半

白形を呈しているが，ほ

とんど，部雲fJ:や方解石

にかわワている c 有色鉱

物も，まワたく j景況石に

置きかえちれている こ

のほか 2 次的に方解石が

生成されて U、る

石基は去泥石が多く P: 斜長石 A: 輝石 c: 緑泥石

みられ，ほかに方解石@ 第 3 図版 変朽安山岩(輝石安山岩) (5 の沢変朽安山岩)

絹雲母。ガラスからでき x65 //ニコノレ

ている 黄鉄鉱は半白形ないし不規則な形で散在しているこ

IV.2.2 笹の沢角様凝灰岩部層 (Kth!]

この ik 回は，石の川の文 iit の笹の沢に，模式的に発達している c ここでは， EW~N60τ

W·20 つN~EN の志向。傾斜をしめしている

まえにのべだ 5 の沢支朽安山右の中に介在しているもので ， J手さは， 300 m 内外であ

る

おもに同紙色の角陳凝!死岩からできており，凝?交え rf の耳目をはさんでいる。笹の沢の f::

流 lillJ j1~ では，陛化作用をうけて，石英 fll 面~I~ のようにみえる佐賀岩[乙かわっている c

角探凝灰岩の撲は，おもに 0.5cm~3cm ていどの変朽安山岩化作用をうけた輝石安

山岩であるが，凝灰質砂岩もあるつ基質は，灰緑色の粗粒な凝灰岩である c

-9-
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Gt: 凝灰岩 R: 石英粗面岩 G: ガラス

第 4 図版 緑色凝灰岩(石の川角傑凝灰岩部層)
、

らを，それぞれ三角山石 I}~ x65 ん/ニコル

相面岩 (Kh) ，ワッカウヱシナイ変朽安山岩とよび，別項で説明する。

IV.2.4 三角山石英粗面岩 CKhJ

この岩石は，地域の北部にある三角山( m))\ 付近に模式的に発達しているっこのほ

か， 倶登山川と八号の沢とにはさまれた標!日 664 m Il rおよびヌプリエンコロ川下流の河

岸にも発達している。三角山および標高 664 m 山附近では， 黒松内j明の所産と考えてい

る，扶桑集塊岩屑や大沢熔岩lこ，不整合におおわれている。ヌプリエンゴロ川下流では，

扶桑集塊岩層はいうまでもなく，ヌプリエンゴロ川熔岩のほか第四紀の留寿都目や貞j守別

層で，不整合におおわれている。

灰緑色または暗灰色の倣密堅国な岩石で，石英の斑品が，肉眼ではっきりとみられるコ

また，部分的に黄鉄鉱化作用や緑泥石化作用をいちじるしくうけている。なお，標I古 664m

- 10 ー



LlJ附;Iiやヌプリエンコロ川下流流域に発達しているものは，つよい iiI，化作用をうけているヲ

この岩石を，顕微鏡ドで観察すれば，ワぎのようであるコ

斑状構造を呈し，構成鉱物は石英。斜長石。有色鉱物。ガラスであるヘ石英は融蝕形

を呈しているコ斜長石は，半白形ないし他形を呈し，果i市構造がし、ちじるしν 絹雲母

。方解石@緑泥石などにかわっているものが多い戸有色鉱物は，まワたく結泥石にかわ

っていて， f雪名をきめることができないο

石基は， i詩品質でガラスが大部分である 黄鉄鉱は半白形または不規則形で散在して

し、る

IV.2.5 ワッカウエンナイ変朽安山岩 [Kp2J

この岩石は，地 h'~ の南町にある，石の川支流のワッカウエンナイ沢に，模式〆に発達して

いる まえにのべた，石の川戸 j棟凝!必岩部同のなかに， ii;; 岩流として介 {I: するものである

[l IT· は々色または L)ふJ~ 色をした川密な~/-;行で，ところによっては， t民44: 鉄;丸 \j、J正f化rt七 f刊，

用をいちじるしくうけて l )るヲ

比:交的新鮮なものを町微鏡 Fで祝祭すると，安山岩の構造をはづきりと残しているコ

斜長石は，白形ないし半白形を~~ L 桁雲母や }j 解石に置きかえられてし、る 古色鉱物

らしいものは，まったく緑泥石にかわうて ν て， 2 次的に方解石が生成されている

石基は，紋 iI e. 石が多くみられ このほか方解石。絹雲母。ガラスからできている 武鉄

鉱は半白 1~ またはン 0); 足f! 1)

な結晶で散在している

IV.2.6 71 点沢玄武岩

[Kp3J

この山石は，石の川支流

71}!~ ，沢の河岸や河川 Jに，模

式的な露出がみられる こ

のほか，石の川 rll 流の河岸

にも並区出しているづまえに

のべた，石の川角疎凝 JI}~ .{=f

部屑のと fv:i こ :lf;'{; 流として

発達している J しかし，直

接:の関係は，観察できると

ころがないので，不明であ

るコ

P: 斜長石 A: 普通輝石

第 5 図版普通輝石玄武岩 (71 点沢玄武岩)

x68 //ニコル

-11-



帯紫緑色ないし[I古紙色の，堅田段密な普通輝石玄武岩である c なお， i:ま泥石化作用をい

ちじるしくうけているほか，部分的に黄鉄鉱化作用もみられる。

この岩石を，顕微鏡下で観察すると，ヲぎのようである c

I民間構造を呈し，大部分が短冊状の斜長石からなり，そのほか普通輝石からかわワた

緑泥石がある c 緑泥石は輝石の結晶形をあきらかに残しているので，輝石よりかわった

ものである。このほか，新鮮な普通輝石もみられる

IV.2.7 ガローの沢集塊岩部層 [KagJ

この集塊岩 hヨは，地域の北部にあるガローの沢に模式的に発達している」このほか，石

の川上流流域。青井川下流および右の沢下流にも分布してし 3 る乙模式地では，行の川角喋

凝灰岩郎官の上位に整合にのっているが，石の川流域では，まえにのべた 71 点沢玄武岩の

土 fi(/ こ整合にのっている c 厚さは 350m 内外である

lI {f誌色の紫蘇輝石安山岩を主体とし， 2主は同日の相粒な凝く 12 である l しかし，石の

川流域や，青井川下流地同では，集塊 m!{; である場合が多い「したがって， ，りえによって，

岩相の水平均変化がはげしいものであるコなお，この黒崎-{; )~~~}には， 1当時 i涜 i}ミ号や，凝灰

岩の薄屑をはさんでいる

また，全般に緑;尼石化作用をいちじるしくうけているほか，部 Jドヲに!長習を i;L 化作用がみ

とめられる。輝石安山岩 Tq‘のものである

IV.2.8 ポンガローの沢石英粗面岩 [KlzJ

この岩石は，ガローの沢支流のポンガローの沢に，模式的に発達しているもので，ガロ

ーの沢集塊岩部屑の上位に，熔岩流でのっている fX K: ;J~ 色または何百色の相粒な宕石で，

やや緑泥石化作用をうけている

この岩石を，顕微鏡下で観察すると，つぎのようである

斑状構造を呈し，構成鉱物は石英。斜ー長石。有色鉱物。ガラスであるこ斑品石英は，

融蝕形のものが多い。斜・長石は，半白形のものが多く，黒 i市構造がいちじるしく発達し

ており，絹雲母 e 方解石 e 緑泥石などにかわっているものもあるこ有色鉱物は，ほとん

ど緑泥石にかわワていて，その種類をきめることができないわ

石基は，潜品質で，ガラスが大部分であるこ緑泥石。方解石が生成されている

IV.2.9 青井川角磁凝灰岩部層 (Ktb3J

この地層は，地域北部の青井川の流域 lこ，模式的に発達している ξ このほか，ガローの

沢流域およびポシクトナン川の支流である基線の沢中流域にも分布しているご模式地で

は， N.50cE~N 40 ご w 0 30 コ NW~20 二 NE，ガローの沢では N40つE~EW 0 30 つ ES~15CN，

基線の沢では， N60sW0 20 コSW， ポンクトサン]llJ~.流では， N60W ・ 20=SW の走向・

-12~
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傾斜を，それぞれしめしている 3

この j出店は，古井川上流および行の川の北部の尼恨で，まえにのべたガローの沢集塊店

)沼田のうえに，整合にのっているのが観察された。厚さは 400m 内外である。

川和;色をした五兆組[厄岩11 の f[J1諜凝りく岩を，主とし，ほかに，同日の凝:)~T1集塊岩や凝

灰岩の薄屈を介ι しているこ

灰緑色を呈している。角球凝灰岩の礁は， 1cm~5cm ていどの緑泥石氾作用をうけた

石英粗面告片である 絹雲母?と作用やj五E:2±瓦氾作用を， ("、ちじるしくうけている ο

IV.2.10 盤の沢凝灰岩部層 CKgtJ

この j出府は，石の川のうえ ;jii である慌の沢の流 JllQi こ慎式 C，~ に発達してい Z。 と ι1~ カ，

吉井川の流域にもうぃ.しているコ校式地では N 80W~N80Ec35NNE~30つNNW，

吉井ji!流域では N 60W~N20E0 30NE~20 N\V の走 fl'U 0 傾引をそれぞれしめしてい

る。まえにのベナニ， I Ij1¥:IIIJ' [j 牒淀川 ti;';:1~ ，ll;_:UJ の[二!立に， ;判移関係でのり，ほ沢町に整合にお

おわれている

この地!日は，おもに♂ J~ 色の;日 1ッr~ ~.r -i とま J三店主j) U~l i との互円から構成され， (疑 Iヅ:T1ti 汗

の;耳目を介 ι してげるつしかしながら， ,I])!'，川流域では， '辺氏完と況f)~.TT;1)sl)fl~~_-iの互日と
いうよりも，むしろJrj牒凝 f<J:

1

/;から構成されおり杭な;涜!)~~r~;の ~rrJ1- N，q をはさんでいるっ

このように ， iilil.r:ii によってかなり古川にちがhがあるもので，岩村 lのぷ平変化がいちじる

しいコ厚さは 350m である

凝灰岩は，石英粗而者買の粗粒なものであるニ集塊岩は，石英粗百Lt の角撲のほか，

支朽安山岩。緑色読灰岩などめ離をふくんでいるっ基質は，石英粗面右買のもので，石

英粒がはっきりとみとめられるつなお，青井川流域では，位イヒ作用をうけて，石英粗面

岩のようにみえるところザ，粘土色作用をうけて，話色め粘土にかわりでし、るところが

みられるコ

IV.3 母沢層

このj止日は， [て11~{i\止たその北東ISiJ~に発達するもので，盤の沢の上流および右の沢の流域に

良好な脱出がみられるコ この地屑は， N80W~N30W の走i句をもって，北方または北

東方に傾斜する， ipS1構造をしめしているコ

まえにのべた， r;:'H 屑の上i\!~ i·'こ整合にのっており，市凹紀の，i~~産と.1Jえている余市民i昨

岩で，不整合におおわれているコなお，岩相によって，つぎの 2 つの部屑にわけることが

できるコ

- 13-



中の川緑色凝民岩部屑 [Mgt)

右の沢砂岩。疎岩部屑 [Msc)

IV.3.1 右の沢砂岩@様岩部層 [Msc)

この地図は，右の沢の流域に，模式的 lこ発達している。このほか，石の川支流の盤の沢

上流地域にも発達して l ~る c 模式地では， N30cW~N 80DW 0 lOoNNE~30oN，盤の沢 h

iitの河岸では， N80=E0 30 ご N の走向。傾斜をしめしている。まえにのべた，在日)胃の段

上部をしめている盤の沢凝灰岩部層のうえに，整合にのり，第四紀の余rlS店熔岩に不整合

におおわれている。おもに疎岩と凝:)(質砂汗とからできているのが，特ちょうである、こ

の地層の下部には凝灰宕の薄屑を介在している。厚さは 400m である

喋岩は，暗灰色ないし暗緑色を呈し，礁は 1 cm~3cm ていどの黒色頁岩の flJ探が多

ντ このほか，緑色凝灰岩。交朽安山岩 o 石英粗面岩。凝灰質頁岩などの円諜もみられ

る c 砂岩は，暗緑色の粗粒な凝灰質のもので，層理は明瞭で、ないごまえにのベた傑宕と

互層している

•

IV.3.2 中の川緑色凝灰岩部層 [Mgt]

河ill;居(ま，この地域の北につらなる「仁木」図面地域の市部を流れる，白井川の支流の

中の川流 lDX に，模式的 lこ発達している。この地域では.打の沢の北部地域に分布し， N80 つ

W~N 80E0 lO c~20DN の走向。傾斜をしめしている

まえにのべた，右の沢砂岩。陳岩部府のうえに整合にのっており，第四紀と考えられる

余 riS 岳昨岩で不整合におおわれている。おもに粗粒な凝!だ岩。凝!先立集l鬼岩なと、の火jJJ

砕屑物から構成され，凝r)(l~·頁岩や牒岩の薄府をはさんでいるこ

灰緑色を呈している c 凝灰岩は，ひじように粗粒な安山岩質のもので，角探凝灰岩と 愉

互層している c 集塊岩は，おもに究朽安山イヒ作用をうけた 5cm て ν どの輝石安山岩喋

で，そのあいだを同質の粗粒な凝灰岩がうめている。また， n楽岩は，交朽安山岩の円傑

が多いが，そのほか，緑色凝灰岩。石英粗面岩などの様もみられるこ基質は，安山岩吋質

の粗粒な凝灰岩である

IV.4 石英斑岩 CQPJ

この地域で11[ーの半深成岩である c 地域のほぼ中央部に， N60 二W の方[何'Itをもって露

出しているコ模式地は，ポンクトサユ/川支出tの基線右股沢日夜の河岸，およびぺーベナイ

川支流の/喋五郎の沢の中流河岸である。 前者の地域では，春日居の最下部をしめる 5 の沢

変朽支山むを，後者の地域では，脇方層の最上部をしめているぺーペナイ川緑色凝，L)(岩部

帽を，それぞれ貫いている L そして噴出時代のはっきりしない大和石英粗面岩の熔岩流で，

- 14 ー



し 4.2mm

P: 斜長石 Q: 石英 c: 緑泥石

第 2図石英斑岩

不整合におおわれている。したがって，近入の時間は， 日日目の 5 の沢変桁安山吉の活動

以後:であることはまちカ fいない。

しかしながら，草者の 1 人土居は，この地 lEXの到につらなる「定山渓 J \5( 1 1隔地域で，石

ヲ~斑岩の近入の時期 jは， rlr新世の末期]であることをあきらかにしている。また，この地域

に発達している石英理吉は，在日開と同じように，いちじるしい鉱化作 mをうけている ο

ところが，在日目を不整合おおって発達している県松内問と:考えている輝石安山岩の熔岩

流や阜塊岩屑は，まったく鉱化作用をうけていないごこのような事実から，この地域に露

出している日史斑 XI; の近入の l時期]は，いちおう中新世のァド明とでえて，問題はないであろ

づ c

この岩石は，灰緑色または優白色の，きわめて机祉なネパダ岩貨のもので，石見の大き

な斑「??iが，はっきりとみとめられる。

構成鉱物: 主石英斜長石:ン正長石角閃石

' 土居繁堆 1953 年: 5 万分の l 地質図幅「定山渓J 説明書，北海道開発庁

- 15-



構成鉱物: 副燐灰石。磁鉄鉱

斑状構造を呈する。石英は lmm~3mm ていどの融蝕されて丸味をおびた，不規則

な形をじている。包妻物として気泡状の物質をふくんでいる ο 斜長石は， 1mm~3mm

大の自形ないし半白形儲品で，双品や累帯構造が発達している。そして，角閃石や緑泥

石などの小さな結品を包哀しているほか， 2 次的に方解石に交づているばあいもある。

角閃石は，ほとんど緑泥石または不透明鉱物にかわり，わず、かにもとの構造がみちれる

だけである。

石基は，院長質物質の微品からできており， fu~t~品質で，スヘルライト構造をとり， 2

次的に方解石が生成されている。

IV.5 無の沢屑 eNs)

この地問は，地域の北西隅にある JJ!F，の沢の河岸にそって発達して[，)る。ここでは， N30コ

E ・ 15 つ SE の走向。傾斜をしめしているつ

この地hXの西につらなる「店内」同1隔地域の北東部に発達する小沢凝宍角球岩店のうえ

にのり，大沢熔岩におおわれている。その直接の関係は，観察されるところがないので不

明である。厚さは不明である。

この地問は，凝!必l"f砂岩を主要な構成買とし，砂11f頁岩および陳岩の薄明をはさんでい

る。

読灰覧w;岩は，暗灰色を呈し，中粒ないし粗粒な安lU;f;-質ーのものである。砂丘頁岩お

よび際岩は，厚さ 1 m~1.5 m てし、どで，安山岩質物質からできている。礎岩の礎は，

ほとんど輝石安山岩であるが，そのほか，石英粗商岩。緑色凝灰干?などの円諜もふくま

れてν る。

IV.6 安山岩類

概観すると，この地域の北西l明から市民隅にむかつて，輝石安山岩如、がひじように多く

発達している。これらの安山岩類は，すでにのべた訓縫統に対比されるものと考えている

脇方居および在日屑を不整合におおい，あとからのべる支山右目集塊岩間で，おおわれて

いるっその関係は不明である。

つぎに，発達する地域によって， 中山梨市岩 (AnI)，松川熔岩 (An2) ， 931m 山溶岩

(A n3) ，大沢熔岩 (A n4) ，ヵ νプニ溶岩 (Ans) ，ヌプリヱシゴロ熔岩 (A n6) とよび，説

明を加える。これらの熔岩相互の凋係は， 1 部をのぞいて，野タトでは全く観察ができない

*広川 ;台。村山正郎 1955 年: 5 万分の 1 :l由貿図幅「岩内」説明書， 地質調査所

料 この図幅地域に発達している青井川角喋凝灰岩層に対比される。

,
- 16 ー
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"

が，岩買や発達のようすから，同じ地質時代の火山活動による所産であり，その時代は，

黒松内期と三号えている 3 したがって，記述する順序は， fln出のiJ lj後関係をしめしているも
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長 'Iゴ の 主UIilが み と め ら れ

るコ

miT;': 斜長石ょ紫蘇

輝石

ハイアロピリテイ、 y

ク坦没を旦し，きわめ P: 斜長石 H: 莞諒輝石

て奈|長石の多い岩石で 第 6 図版紫蘇昭石安山岩(中山梨熔岩〉

あるつ斜長石は白形な x65 1/ ニコル

いし半白形を呈し，繋蘇輝石を包裏している。紫蘇恒石は半白形を呈し， x= 淡緑色・

z=; 市緑褐色の多色性をしめしている。

石 基: iJ~ 掲色のガラスを主とし，わずかに微細な斜長石がみられ，流理構造が発達

している。

IV.6.2 松川熔岩 [ADzJ

この熔岩は，ぺーぺナイ川とワカナタザプ川とにはさまれた，松川地 i戒の山地に広く尭

達している。まえ lにこのべた中山宝梨 !1j 熔宕の日

7青号!灰死色の i倣(救武密堅回な，紫蘇輝石 f背?通輝石安山岩で，判長石の斑 171 があきらかにみられるコ

斑品: 斜-長石二普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は累帯構造がいちじるしく，柱状または拍子木状の形を呈するものがおおいコ

輝石類は，ほとんど緑泥石化しているが，方解石もできてし、ると普通輝石は， しばし
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グ

ば双品をしていることがある。紫蘇樟石は，ほとんど多色性をしめさないc 磁鉄鉱は

ジンアイ状を呈しているが，自形を示すものもある。

石 基: 斜・長石の小さな柱状結品を多量にもち，そのあいだをジンアイ状物質をふく

むガラスがうめている。ハイアロピリテイザグ粗識を呈してν る。

ー

、

P: 斜長石 A: 普通輝石

第 7 図版普通輝石安山岩(大沢熔岩)

x65 II ニコノレ

石基: ハイアロピリ

テイザク組識をもち，

微細な短冊状の斜長石

と細粒の輝石類のあい

だをカ*ラスがうめてい

る。緑泥石の生成がい

ちじるしIi、。

*IV.6.4 大沢熔岩 (An4J

この熔岩は，地域の北西

隅を流れている，無の沢流

域に分布しているものであ

る c この熔岩の下位には無

の沢層がみられ，上位には

扶桑集塊岩層が発達してい

る。 暗緑色の樹、密堅硬な岩

IV.6.3 931m 山熔岩 (An3J

この熔岩は， 地域の北方にあるガローの沢と吉井川と Iこはさまれた，標高 931 m 山附

近の山地を構成している。訓縫杭と考えられる右日間を不整合におおい，ヌプリエンゴロ

:溶岩の上位に発達している。 なお，この熔岩は第四紀と考えている 831 m 山熔岩におお

われている。ほとんど無斑品の漆黒色を呈する岩石で， t81lの密なものである c 玄武岩

のような外観をもっている。

斑 品: 斜長石コー普通輝石:紫蘇輝石

斜長石は， O.2~0.4 mm 大の半白形結品で，双晶が発達している。また結石の包裏

物を多くふくみ，内部から緑泥石にかわっているものもある。

普通路石および紫蘇輝石は白形ないし半白形を呈し，融鈍形をしめす磁鉄鉱を包裏

している。周縁部は，保[尼石または，方解石にかわているものが多」九普通輝石は，

やや透輝石質であり，

紫蘇輝石はほとんど多

色性をしめさないご

*地質図中， r無の沢に分布している大沢熔岩 (Na4) は An4 につき訂正す?る c
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石で， j71長石の斑ltlhがみられる普通輝石友rJ r岩である

斑品: 斜長石一普通輝石
/¥

斜長石は， fl山形を呈し，割目が発達しているゥ輝石は，普通輝石で CZ=50 つ~52J

である c ほとんど緑泥石にかわり，残品として残ワている

石 某: 微細な斜長石のあいだを，ガラスがうめているもので，輝石も少量ふくまれ

ている。 2 次的に緑泥石の生成がいちじるしし、。

IV.9.5 力シプニ熔岩 CA n5J

tl1: bQ の南東 l羽に発達している。脇方同を不整合におおい，知名山熔岩におおわれている

その閣係は不整合である。陪総色ないしIl古川青色の伯密竪凶な岩石で，玄武岩のような外

観をもうている c

王立 品: 斜長石-紫蘇;埠石〉普通輝石

ハイアロピリテイザク組識をしめしている c 流理構造はあまりあきらかでな ν 斜­

長石は果作構造がいちじるしく，柱状または拍子状の形を呈するものが多いコ輝石類

は，ほとんど、緑泥石?としており，方解石が 2 次的に生成されているぺ紫蘇輝石はほと

んど多色性をしめさない二

石 基: 斜ー長石の小さな柱状桔品を多量にもち，その聞をジンアイ状物質をふくむガ

ラスがうめている

IV.6.6 ヌプリエンコ口川熔岩 CAn 6， J

この併特は，地 J!:Q のほぼワ '1'た沼にあるヌプリエンコロ川流域に，模ェ~'.)(こ発達しているコ

このほか，やや北部の標 II王 1 ，009 .4 m の三角点と，標高 931 ill の三角点とをむすぷ尾根に

も， C く卜宇している J まえにのベナこ脇ノケ回および在日目を不整合におおっており， Jf~ 桑

集および大和打史 i'l l同岩におおわれている その[由主の関係は，野外で観察するこ

とができない。

日三色ないし川氏青色の但しような岩石で， ;j:~[長石の斑 II111 が，肉眼ではっきりとみとめ

られる}??通時石紫蘇輝行交山岩である

斑品: 斜長石:紫蘇輝石二.普通恒石

斜・長石は，大形の白形または半白形を呈し，双品売む果帯構造ーが発達している

輝石は，斜方および単斜ーの両輝石ともみ、られる J

石基は，短柱状￠斜長石と粒状の卸石が主体で，その聞をガラスがうめ，ノ、イアロ

ピリテイザク組織を呈している。そのほか，ジンアイ状の磁鉄鉱が散在している。

IV.7 扶桑集塊岩層 (Fag)

+h 桑集 i鬼岩国は，ポシクトサン川中流 iJiihx の桑地域に，模式的に発達している c このほ

か， 8 号の沢流域。(具登山JI\とポンクトナンとにはさまれた地域。寒別地域の北方山地@
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北山梨地域の北方山地およびぺーペナイ川とトネ/川とにはさまれた，松川地域などに分布

している。この集塊岩屑は，北西部地域ではまえにのべた存 H層をあきらかに不整合にお

おい，西南部地域では，黒松内明のものである，~安山岩の熔岩流のうえにのっているっそ

して，第四紀の留J寺都国や真狩!凶で，不整合におおわれている。

なお，この集塊岩田は， (1)~Jil縫読と考えている春日胞を，不整合におおっていることコ

(2) この集塊在日にふくまれている牒は，変朽安山岩。禄色疑問岩。緑色砂岩。石英粗面

岩。凝り ~TT 頁Z? などで，あきらか lこ下位の春日同または脇方!日から供給された牒であるこ

とっ (3) は， 首会通坤石紫;面、 f輝石支山吉のもので，下 cj 南部北海道にみられる黒松内抗

のものと同じであることっ以上 3 つのことから，いちおう J則合内月]の火山活到によっても

たらされたものと考えられる。

集塊岩の J諜は，日吉;死色ないし日色の怪 1 cm~20 em/ぺの輝石支山岩礁を主とし， ほ

かに，変 t'j交山吉。石~阻面岩および ~';;R 色凝氏~~;などの陳も，少百ふくんでいると足土，

凝II~1Y 物討によって腰結されているが，集 IJ叫:;岩のところもみられる(一般にIt ;;!I! の永平

変化がはげしいのが，持ちょうであるコ

安山岩擦は， r官灰音色な ν し!皆涼色の粗粒な汗石で，肉 fl日で0> .t1 の斑品がみられる

斑 品: 斜長石告訴時石 1っ普通部石

奈l'長石は，白形ないし半白形を呈し，果帯構造が発達しているつまた，白石の包宴

初を多くもちタ内部から緑泥石にかわっている。 輝石は，普通恒石および緊蘇 j埠石と

も融諒されて，新鮮なものは少なしほとんど緑泥石化しており，磁鉄鉱を包裏して

いるつ紫 fi!日耳石はほとんど多色性を示さない。

石 基: 禍色のジンアイ状の物質を，多量にもつガラスを主とし，斜長石の小さな柱

J氏倍品を，少量ふくんで V るョ ー

IV.8 末広層 (Sts)

この地図は，地域の百部にある末広 j~ J:!'~ に模式的に発達している c そのほか，ボンクト

ナン川下流の河床にも露出しているっ模式地の西部では N lODE015 コ E， 北部では N20 つ

WolO SW~N70士W 012
c
SSW の走向。傾斜をしめし，ほぼ NNW-SSE の方向の軌を

もっ向斜構造を呈している。まえにのべだ末広集塊岩層のうえにのっているが，直接の関

係は，観察できるところがないので不明である。また，この地層の日立には，第四紀の留

存都層や真狩別屑が発達し，その関係は不整合である。厚さは不明である。

おもに凝灰質砂岩から構成されており，泥岩の薄屑をはさんでいる。砂岩のところには

植物化石がみられるが，保存が悪くて鑑定することができないものであった。
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凝灰質砂岩は，灰緑色ないし暗灰色をした碇灰質のもので，細粒~中粒の砂岩である。

泥岩は，暗灰色の層理面がよく発達しているものである

このように，黒松内期の火山活動の所産である，子h桑集j鬼岩田の上位にのって 0) ること

と，岩14-の Jえから，いちおう西南北海道に!よく発達している，黒松内抗に対比されるもの

と考えた c

V 時代末詳火岩類

この地域に発達している火山岩類のうち，活動の時点]を推定することができる資料の全

くないものが， 2 つある。その 1 つは，地域の東部に分布している主比内岳府守(Bla) で，

;\111縫杭と三三えられる日口屑を不整合におおっているほかは，全く関係がわからないc ほか

の 1 つは， i'illJll~ の中央f-fGib) ら北西部にかけて広く分布している，大和石英中日i百岩 (Yal) で

~r!\縫出とヲえている在日屑と尽松内則とゴラえられる，火山岩類、を不整合におおい，第凹紀

の口j守忠il!日に不整合でおおわれて 0) るほか，まったく上下関係がわからない。これらは，

引のぶからみて‘新市三紀末期から車内紀初期にかけて汚到したものと 75えられるが，

いちおう!日代J乙J下の火山君としてとりあつかった

V.I 美比内:溶岩 (BIa)

この i!377 は，この jむ域の東につらなる「定山渓 Jr:<li~ F.';の百 J75 にある主比内山 (1 ， 163 m) を

構成しているもので，この地域では，監の沢と沼の沢とに，はさまれた山地に売淫してい

るごすでにのべた五日間を不整合におおっているご止 hii{の北東日町こ発達している余市[?， ;-'rf;

岩との関係は不明であるが，刀1' 1ーからみると，余 riJl 芹ip; 岩よりは古いものと守えられる

この岩石は， IJ~H ;oj~ 色のひじように紋密室川な，玄武岩のようにみえる，古一通輝石紫保輝

石支rT f岩である二

斑 品: 斜・長石:紫蘇輝石 7 古て通輝石

斜長石は，百灰長石附近の成分をしめし，短時状を呈するご累 ;iit 構造はほとんどみら

れないぐーまた曹長石化作用をいちじるしくうけているほか，紫蘇輝石や磁鉄鉱を包裏し

ている c 輝石は，紫蘇輝石・普通輝石の両輝石ともみられるが ，1tr J者がめだヲて多い。

石 基: ハイアロピリテイザク組織を呈している c 微細な短冊状の斜長石と，細粒の

普通輝石とを主体としこれをガラスがうめている c 緑泥石の生成がいちじるしい 3

また，孔隙の周縁部からクリストパル石が品出している

*土居繁雄(1953 年) : 前出
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V.2 大和石英粗ffif岩 CYal)
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と考えているヌプリエンゴ

口溶岩を，不整合におおっ

ているほか.ほかの岩層と

の関係は全く不明である。

暗灰色の粗粒な岩石で，

石英や角閃石の斑品がみら

れる，含角閃石黒雲母石英粗面岩である。

‘

Q: 石英 B: 黒雲母

第 8 図版 合角閃石黒雲母石英粗面岩(大和石英粗面岩〉 ー
x65 //ニコル

斑晶: 石英〉斜長石〉黒雲母角閃石

斑状組識を呈している。石英は融蝕形をしめし，一般に円味をおびているコ亀裂に

とみ，無色のガラスを包衰物としてふくんでし、る。斜長石は， 0.5mm-2.3mm てい

どの短柱状を呈し 累帯構造が発達している。黒雲母は 0.3 mm-0.8mm の柱状な

いし板状結晶で， x= 濃補色， y= 帯緑褐色の多色性をしめす。結晶の周縁部は，緑泥

石にかわワているものが多 U九角閃石は，半白形または他形を呈し， x= 淡緑色， z=
緑色の多色性をしめしている。結晶の周縁部は，緑泥石にかわっている。

石基: 杭長質物質よりなり顕品質であるつ
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VI 第四紀層および同時期火山岩類

この ±lhl!?~ の西南部地域を構成している地質系統は，いろいろな屑準の洪積層・沖積層お

よび同時期の火山噴出物であるつこのほか，北西部から東部にかけての山地には，洪積期

の火山活動の所産である熔岩類が発達しているコ

洪積層は，段正面との関係から新 III の 2 つの地屑にわけることができる。

旧制の洪積層とよぼれるものは，この地域の最も出 'j l) 段正面によっても切られるもので，

留寿都!習がこれに属するつまた，新時 lの洪積層とよばれるものは，いわゆる段丘堆詰物の

ほか，同時期の火L! Ji ;!i動によってもたらされた真狩別居がある。

{qlf 占屑は，河川の沿岸にみられるほか，地 h'~ の西市隅 lこ，同時期の下-蹄火山 l噴出物が広

く発達しているらつぎに， これらの He! 日について，古いものからのベるコ

VI.l 洪積層なよび、同時期熔岩類

この ;ilill'~1こ発達している洪積屑は，下位から， In]位段丘tfHl{物。留卒者1\回。中何段丘堆

荷物。低位段丘堆積物。守別府にわけられるつなお，同時間の火山活動の所産である火

山岩が方々に発達している J それぞれ知~~0:根山主1忠信岩。 831 illLU 熔岩。余市巴熔岩無名

山溶岩とよび，説明を加えるつ

VI.1.1 無意根山基底熔岩 [La!]

*この熔岩は，この地域の東部につらなる「定山渓」閃l幅の西部にある ， Jnc立根山の基底

をなしているもので，この地域の脇方地域にも，その 1 部が発達している。この熔岩の下

部;こは脇方屑にふくまれている変朽安山岩や， 1016ill 山集塊岩部屑がみられる 3 柱状節

理がいちじるしく発達する，均質な'l:f: t岩であるつ古灰色の撤密堅硬な，普通輝石紫蘇輝石

安山岩で， ;~'I' 長石の ME 品がはっきりとみとめられる。

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は， 一般に白形をしめし， 双晶守累市構造がほとんどみられな 11'0 また， 1

部がJ貯状に絹雲母イヒ作用をうけてν るものもみられ，輝石の包裏物を多くもち，内部

からの禍色緑泥石に置きかえられている。

輝石類は，ほとんどその周辺を磁鉄鉱でとりまかれているか，または磁鉄鉱を包裏

して V る c 紫蘇輝石は，ほとんど多色性をしめきな 11'0

石 基: ひじようにガラス質で，ハイアロピリティック組織を呈する。ガラス質の部

*土居繁雄 (1953 年) : 前出
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分に，流理構造を鮮明にあらわすものがある c スガラは補色を呈し，こまかいジンア

イ状物質を多量にもち，細かな斜・長石と輝石類を少量ふくんでいる。

vr.l.2 831m 山熔岩 (L a2J

この熔岩は，地域北部のガローの沢と青井川とにはさまれた標高 831 m の三角点を中心

とする山地に発達している。まえにのべた司1\縫杭と考えている春日屑，および黒松内期の

火山活動による所産と考えている 931 m 山熔岩を，おおっている ο 暗灰青色の倣密堅硬な

岩石で，版状節 Jill がよく発達し，会 i長石の斑品がはっきりとみられる，紫蘇輝石普通輝石

安山岩である c

斑 品 : 斜町長石普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は， 1.0mm~1.5mm ていどの大きさの結晶で，半白形または他形を呈し累

帯構造が発達している c 普通輝石は，半白形ないし位形をしめし，周辺は熔融されてい

るご紫蘇輝石は， 自形または半白形を呈し，ほとんど多・色性を示さないc

石基は，ひじようにガラス質で，流理構造が発達している。

VI.l.3 余市岳熔岩 [La3J

この熔岩は， この地域の北東につらなる「銭函」図幅の南西にある余rjj岳(1，448.101)

をつくっているもので，こは地域では，地域の北東隅の標高 1，000 m 内外の屋根をつくっ

て分布している〕晴氏青色の出密竪切な岩行で，会!長石の理日!がはっきりとみとめられる

昔通輝行紫蘇輝石支山岩である。

斑 品: 奈i 長石二〉紫蘇輝石二 P普通輝石

斜長石は， 1mm~0.8mm ていどの拍子木状の形のもので，双品や累帯構造はほと

んどみあたらないこ二次的に緑泥石に交ヲているものもある c 輝石は，紫蘇輝石およ

び普通輝石とも半白形ないし位形をしめし，融蝕されている場合もある

石 基: ハイアロピリテイザク組識をしめし，大部分がジンアイ状り物質をふくむ，

暗褐色のガラスで，流理構造を鮮明にあらわしている。

VI.l.4 無名山熔岩 [La5]

この熔岩は，地域東南隅の標高 734m の山止を構成し， WI!建明の火山活動の所産である

1,016 m 山集塊岩部屑および， 岩mーから黒松内期の活動と考えている，カシプニ熔岩を不

整合におおい，第四紀の真狩別屑に不整合におおわれている。淡褐色から灰白色の粗粒な

岩石で，柱状節理がよく発達し，流理構造がはっきりとみとめられる。

牢 杉本良也 (1953 年) : 5 万分の l 地質団幅「銭函」 北海道開発庁。

土居繁雄 (1953 年) : 前出

- 24 ー

4・



第 9 図版 留寿都層の露出(倶知安町瑞穂

6 号線切割)
できており，偽層の発達がいち

じるし l

斑 品: 斜・長石〉紫蘇輝石〉普通揮石

斜長石は，半白形ないし他形をしめし，双品や累帯構造は，ほとんどみあたらないc

輝石は，普通輝石および紫蘇輝石ともに融散されているコ

石 基: ハイアロピリテイザク組識をもち，大部分が暗禍色のガラスがうめており，

流理構造を鮮明にあらわしている c また，一面にジンアイ状の物質が散在している

VI.l.5 留寿都層 [RuJ

この地層は，すでに地形のところでのべた標高 180 m から標高 300m までの台地，ま

*
たは，台地状の山地に発達しているコ黒松内統と考えている末広層。扶桑集塊岩層および

同|時間の火山岩類を不整合におおい，新期洪積層の段丘堆漬物と ~L16守別府で不整合におお

われている c また，同南部では沖積世の初期と考えている半開火山噴出物にもおおわれて

いる士このように，この地層のげ立には，新期の地屑が広く発達しているので，台北Lから

沖積ilkにうつる急崖や河谷にだけ露llJしているコおもに 1ノミ山!ヅミの砂や浮石類から構成さ

れている分級作用をうけ，ところによっては，偽屑がいちじるしく発達している c しかし，

堆積の状態や構成物買は，ところによってちがいがみられ，岩旧の変化がいちじるしいc

たとえば，刊却の正広地域に

発達しているこの地回は， ~t/f!)

の dri主より供給された輝行安山

岩。変朽:b.: rf r岩。五J<色凝りく完お

よび石英tnr可岩などの亜円礁を

多くふくみ，そのあいだを浮行

口砂でうめた棟完といったもの

であるが，これを南方に追跡す

ると，瑞穂i也Jyj(では，ほとんど

火山灰と浮石粒とからなり，か

なり分級作用をうけている c さ

らに南方の六郷では， i手石類と

火山砂および、火山氏の互屑から

*模式地は，隣接図幅「留寿都」地域である c

斎藤昌之ほか 3 名 (1956 年) : 5 万分の l 地質凶幅「留寿都」説明書を参照。
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また，地域の南部の松川地域では，灰白色の粗粒な火山灰や浮石礁の互屑で，わずかに

分級されているにすぎない。なお，火山灰層の中に，この地域の北東部の山地を構成して

いる輝石安山岩から供給されたと考えられる亜円礁からできている疎層をはさんでいる

このような堆積のようすから，この地屑がもたらされた当時は，尻別川にそった地成や

瑞穂、地域は，浅い湖沼の状態であったと考えられる。

VI.l.6 高位段丘堆積物

高度約 320m~360m の平坦面にのる砂棟層で，広く分布しているらしいのであるが，

乙の地層を真狩別居が厚くおおっているため，実際に観察されたのは，ワカサタップ川の

流域のわずかな地点にだけである(したがって，地質図には塗色してない。

ここでは，砂疎層は 5m ていどの厚さをしめしており，留寿都層を不整合におおい.真

狩別j函におおわれている。主な構成物は，疎層を主体とし，このほか粘土層。砂屈などの

薄屑をはさんでいる。基質は，浮石:位または火山氏質の砂である。

VI.l.7 中位段丘堆積物 [Mt]

高度 200m から 260m ていどの平坦面にのる棟屑で，尻別川の沿岸にそって発達して

いる。この上面は真狩別層でおおわれているつ

疎層の厚さは 10m 以上で，疎は経 3cm から 30cm 大の安山岩礁を主とし，基質は粗

粒な砂および浮石賀砂，または火山灰などである。粘土の薄屑をはさんでいる。

VI.l.8 真狩別層 [Ma]

*この地層は，標高 200m から標高 400m ていどの台地状の山地に広く分布しているコ

まえにのべた留寿都層。高位段丘堆積物および中位段丘堆積物を不整合におおい，低位段

丘堆積物に切られている。このほか，地域の西南隅では，沖積世初期の羊蹄火山噴出物で も

不整合におおわれてい{)~したがって，この地層がもたらされた時期は，中位段丘堆積物

の堆積後，低位段丘堆和のよ住積前と考えられる。

おもに，褐色のロームにかわった火山灰・浮石棟。火山砂・スコリアなどの火山砕屑物

からできており，その堆積のようすは，地域によって，ひじようにちがっている。また，

この地層の厚さも，地域の南部にゆくにしたがって増加する傾向がみとめられる。

たとえば，西部の瑞穂地域では，下部に，まえにのべた留寿都層から供給されたと考え

られる火山灰質脳や浮石操層の薄層をもち，そのうちに 2m~3m の厚さの火山灰質粘土

層が重なっており， さらに粘土層のうえに，厚さ 2m ていどのロームに変った火山灰層

*この地層の模式地は，隣接図幅「留寿都」地域実狩別附近である c

斎藤昌之ほか 3 名 (1956 年) : 前出 参照。
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第 10 図版冥狩別層の露出(京極村松川)

が発達しているつ主だ，寒別地域の標高 300 m~400 m ていどの山地では，黒松内杭lこ JI11

する~:)~桑集塊岩層のうえに， 厚さ 2m 内外の赤褐色のローム lこ変った火山灰層がのって

いるコそして，この火山町層の中には，スコリアや火山砂の薄屑が不規則に介在して l ユるっ

ところが，南市の松川地域や大富地域では，ロームに変った火山灰層・スコリア疎屑・火

山砂層および浮石礁周の互層から構成されており， その厚さも，露出では 7m 以上ある

ことが確認されたο

しかも，この地層がもたらされ芳|時は，両部の地域は粘土居を堆積するような還境であ

ったが，そのほかの地域では，現地形にそったような堆桔の状態をしめしているので，こ

の地層が堆積をはじめた頃は，すでに現在みられる地形にちかいものであったらしいっ

vr.l.9 低位段丘堆積物 (LtJ

尻5.J IJJI [にそって，現在の河川氾濫原の両より約 20m から 30m ていど高い平坦面が発

達しており，そのうえに疎居をのせているコなお，この堆積物は，羊蹄火山噴出物におお

われている。

この平坦面は，低位段圧が形成された当時の，尻別川によってできた，河!J文段正一両であ

ろう。

堆積物は，おもに砂礁からできているが，このほか，火山!売買の粘土居をはさんでい

るコ
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VI.2 沖積層むよび同時期火山噴出物

この地域に発達している沖積層は，下位から，羊蹄火山噴出物。庄住堆積物。羊蹄山扇

状止堆積物および現河床堆積物にわけることができる c

VI.2.1 羊蹄火山噴出物

時井義雄の調査によれば，平時火山 i噴出物は，本体火山噴出物と側火山噴出物とにわけ

られ，本体火山噴出物は事 1 期信岩。第 2 期府岩。第 3 期:溶岩および砕片抽出物に，また，

但火山噴出物は北山熔岩。半月 it~ 日員出物。半月前円]頁丘熔岩および富士見火山噴出物にそ

れぞれ細分することができる c

VI.2.1.1 第 1 期熔岩 (Yvl]

この熔岩は，この地域の南百隅[こ露出しており，低位段丘面を不整合におおっている

この惇岩は，斑舟iの少い普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

斑 品: やや多量の斜・長石 (An65-45) と少量の紫蘇輝石。普通埠石および鉄鉱をふ

くんでいる勺

石 基: ほとんど掲色のガラスからなり，斜長石。紫蘇町石。普通関右および鉄鉱な

どのも賞品をふくんでいると結品 i支の高いものは，クリストパル石をともなっている

VI.2.1.2 第 2 期熔岩 (Y V2J

この熔岩は，羊 {rif 火山休の北東方 Jこ，分市しているで尻別川河岸では，まえにのべたよ

うに，低位段正面を不整合におおっているこ熔岩流面の流理構造がはっきりみられ，王室代

構造がいちじるしい，撒漬石や亜:，)~長石の大きな治 !i出をふくむ， ?f 通埠石紫東京輝行支 iU 岩

である。

斑 品: やや多量の斜ー長石 (A n6つ -44) および、少量の紫蘇 i宝石。普通埠石。鉄鉱をふく

dj-， しばしば、紫蘇輝石の反応縁をもヲ欧関石 (2V o;，- """81 二)をふくんで ν る〔ふつうの

紫蘇輝石の斑品は， 2V 叫 =62 ぺ土であるが，撤!費石の反応縁でみられるものは， 2Vo;

=66 コ~62 ハである。 また，紫蘇輝石は，単斜輝石の反応縁をもつものが多いこ普通

輝石は，一般に累帯構造がよくみられ，中心部で 2V 出 =50 コ ~52-' ，タト縁部では 2V a;

=34 つ~25 つとなってピヂオン輝石にかわるごしばしば，£IE灰長石の大きな結品 (0 .5~

3.0em)(Anss) がふくまれており，その結晶の外縁は An60 ていどの斜長石の被膜を

もっている c

石 基: こまかし、境問構造をしめし，斜長石( An 40) ・単斜・輝石 (2Vγ=25" ?)・クリ

ストパル石。鉄鉱などをふくみ，単斜・輝石粒の反応縁をもワ少量の紫蘇輝石，および

カゃラスをふくんでいる c

虫 勝井義雄 1956 年: 羊蹄火山の地質 (5 万分の l 地質 l司幅「留寿都」説明書附録)をゑ照 ζ
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VI.2.1.3 第 3 期熔岩流 CVV3)

=1三蹄火山体の頂上ちかくに露出しており，北山11f{出物によっておおわれている。この凶

幅地J或に露出しているものは，搬出石および亜同長石のノにきな結!日をふくむ芭通輝石紫蘇

輝石交山岩であるつこれらの熔岩流と互回して，火山岩J鬼。火山引;。火山陳。火山灰およ

び軒石などからできている砕片抱出物 (YV4) が発達している

斑 i守I: やや多量の斜長石 (An70-63， An87~45) と，少量の紫掠恒石 (2 V叫ニ 62°) 。

普通主石。去をふくむヘ

石 基: 不完全なJ民間構造をしめし，斜長石 (An55~β) 。グリストパル石。単斜輝石

(2Vy=48 ?)。会千万部石 (2 V(1!二で 61) 。鉄 ιおよび少量;のガラスからできているコ

VI.2.1.4 北山噴出物および熔岩流 CYV5)

了のにある祈火口の北世のうえに 2 つの小さな γ 仁iがあり，これから流

れでた貯にうおよジ下l~ J: r~ 1)出 J一日が，まわりにしている これを;ti[rrrfj 出物および併行

流とよぷ

府??はノ己の去、の治市津イ[\よ:rf rでおり，日J;-jll!! ru判は I，なの火LfJ'/il)~ 。ハン

山IJq~ 。火山開。六日および少十 Y の位打なと、からできている

手;正予咋石火山口を以 I で察すると，つぎのようである

斑 lib: やや玄白の奈l 長石 (A060-53)，および少量の紫諒邸主?。鉄広をふくむ

石 基 JJ~特基品質で，叫長石 (An50~60) と褐色のガラスが大部分をしめ，少量の

紫蘇輝石 c 普通輝石。鉄鉱およびクリストパル石がふくまれている

VI.2.1.5 半月湖噴出物および円頂丘熔岩 [YV6J

、i主主3訓"，j仕i

ここには，ロ任約 550 ill，さ 60 m-lOOm のほぼ円 !~'I の3庄をもっ爆裂火口があり，

そのまわりには，地出岩 I定。パン殻状火山弾。火 1[1 棟。火山氏および少止の軽石からでき

ている I噴出物が Jlr:慣しているコ

爆裂火口氏のやや北口に吊したところに，色の合廿通輝石紫敵陣イヲ支山岩の熔岩から

できている円]頁正が噴出しているコこの 'ti;~ ヨ円]頁庄は， ，li~~ 応から約 70m の日 iをもってい

るつ

この円 1ft 丘熔 17 を顕微読下で杭察すれば，つぎのようである ο

斑 品: ヂや多量の斜長石 (An68~46) 。少量の紫拝、輝石。鉄鉱および微量の普通輝石

をふくんでいるコ

石 基: ガラス基流品質で，多量の褐色ガラスおよび斜・長石 (A n45-30) および少量の

斜方輝石。鉄鉱よりなり，ひじように少量の単斜輝石をふくむ二
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4酔

..

(地形図は空中写真より作成)

爆裂噴出物

羊蹄火山第 1 期熔岩

崖錐 JB 積物

半月湖底裂火口

記彊lI!D

"、
，..、

1. '1'1:'(， 、
/~"I ， !.~.‘ご
司、

(f~ 三ユ司
.、、叫い

じと ?/j

of 窪爆裂火口
(点線は 5m 毎の等深線を示す， )
\田中館 (1925) による

円頂丘熔岩

(合普通輝石紫蘇輝石安山岩)

300m.

第 3 図 半月 iii Jj 附近の地質|三 l

VI.2,1. 6 富士見火山噴出物 (YV7]

富士見山は，羊蹄火山本体の北北西麓の海抜 350m 附;5:に噴出した砕屑丘である( Iム

ていどにすぎない。

ひじように明瞭な爆裂火口としてみとめられ

体は紫蘇輝石安山岩の，赤褐色をした鉱待状

ー

.'，-"--.~---…ー一一ーど竺三三竺プミ

:::YN!? ー

EoFoG

AoEoCoD の

A グく口および E 火口は，

この山{よそのものの高さは 40m~50m

富士見山の頂上附近および北丙の斜面に

久保武夫

るここれらのうち，

(1951 年)は第 4 悶のように，頂土部の経 400

るが，ほかは火口底も浅く，明瞭でな l な

mx700m の大火口内に，

り，その頂とは海技 393m であるごしたがつ

の 4 ケの小さな火口があることを記載してい

は，大小の火口が散在している

4 ケの火口があり，北西斜面には，

の火山弾。火山I味。火山灰などからできてお

ーに，

久保武夫 1951 年: 羊蹄山麓富士見寄生火山調査概要， 北海道地質要報， 16 号
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お，久保武夫によれば， A 火口氏には，水蒸気孔がみとめられるという。

この火山噴出物を，顕徴鏡下で観察すれば，ワぎのようである。

斑 品: 少量の斜長石。紫蘇輝石。鉄鉱よりできてV る

石 基: 攻璃基流品質で，ほとんど褐色ガラスと斜長石の骸品がしめ，少量の単斜・輝

石。斜・方輝石。鉄鉱およびクリストパル石をともなう

VI.2.2 崖錐堆積物 [Tad]

この地1*のうち，ガローの沢 e 盤の沢。ぺーぺナク川中流およびワカサタザプ川と流流

1I~には，それぞれ崖錐J町立物が発達しているこおもに砂、。棟。粘;となどからできているが，

牒の種簡は，発達する地域の地質構成によりそれぞれちがっている。現河床J#;出[百にきら

れていることから，いちおう沖積世の初期に生成されたものであろう

VI.2.3 羊蹄山扇状地積堆物 [Xfd]

:'(:)1，1;-山の標 l司 600 ill より低い山産地帯には， 山[，j，カ〉らおし出された扇状地堆荷物が元

達している。すでにのべた留寿都国や只狩別居はいうまでもなく，低位段丘JH~積物を不整

合におおっているつこの堆杭物はいまもなお，三f~~~f山 I;!:からおしだされ， JiHQをつづ、けて

いる

おもに羊蹄火山体を構成している物nーから供給されたもので，火山棟。火山砂。抗lJ.出岩

片なと、の火山l噴出物よりできている

VI.2.4 現河床堆積物 [AI]

現河川氾i監原および現河!ギをつくっているものであるミ交山岩。変朽安山岩。石児和市

岩。涼色凝り〈岩など流域に露出する岩石の人買え以下の円陳および砂で河!ぷ牒となり， {己

濫原をつくっているものは，まえにのべた砂瞭屑のほか砂。粘土などである

VII 地質構造および地史

VII.l 地質構造

この地域の地質構造は，大きくみると，問曲や断脳をともない，やや複雑な構造をしめ

している北東部と，ほとんと、水平にちかい単調な構造をしめし，そして，円錐形の芋蹄火

山休の 1 部がみられる西南郎の 2 つに区公することができるョ前者は，新第三紀屑と同時

期の火山岩類からできている地域であり，後者は第四紀層と同 Ij!} 期の火山噴出物からでき

ている地域である。

北東部地域は，訓縫杭に対比される脇方層，および在日層の発達している北東部から東
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部にかけての地域と，黒松内統lこ対比されるヨ桑集塊岩層，および末広屑の発達している

地域とにわけることができ.両者の構造は，全く性質がちがっている。

脇方!晋および在日開の完圭している地域は， NNE-SSW から NWW-SEE の方向性

の背。向斜軸をもって問曲しているが，地域の南から北にむかつて，次第にそのと位回を

あらはしている単利構造をしめしている。そして， NE-SW, NW-SE および NNW­

SSE0 NNE-SSW 方向の断層で， いくつかのプロザクにわけられている。すなわち，脇

方;広域では， この|河幅地域の最下位をしめている脇方層が NEE-SWW 性の背料相lをも

って露出しており，地域の北にゆくにしたがって，順次その上部層があらわれているっそ

してぺーぺナイ川流域では， E-W および NEE-SWW の方市jの断日できられ，わずか

に転移しているが，脇方府のとIf\TE 8iである五日目が民出してくる。また，石の川にそい，

itにむかつて春日居の上部が順次訴出しているが， 右の沢から盤の沢にぬける NNWｭ

SSE 方向の断厄!によって，この注目は大きく転移している。この断府を出にして，荒川で

は，在日府および母沢屑という!!In，二露出しており，北に傾斜しているが，j可仰lでほ，母

沢明は露出していない。

ところが，ガローの沢からポンクトサン川上流をへて，倶査山川上流にいたる~itJえは，

まえにのべた:IlkJ:ji~と，構造を異にしているつこの地時では，ガローの沢から基恨の沢ヒ流

をとおる NNW-SSE方向の断~主ポシクトサン川の流路とほぼ一致するNNE-SSW方

向の断層，および倶登山川上流からポシクトサン川七五にぬけるNW-SE方向の断層で，

それぞれ構造のちがった3 つのブロックにわけられている。

基和iiの沢の上流山崎からガローの沢にかけてのf色町は，南から5 の沢変朽安山岩。石の

川角棟凝灰岩部屑。ガローの沢戸j瞭凝灰岩出回というように存日層の上部屑を順次露出し

ており，石の川流域と同じilk質構造をしめしているJ ポシクトナシ川上流からガローの沢

上流にかけての止j或では， NW-SE 方i臼のに屋根とほぼ一致した走向の背斜軸があり，

ガローの沢側では，ガローの沢角疎凝灰岩部層。ポシガローの沢石!j日日間岩および吉井川

角牒凝灰岩部層が露出し，NE に傾斜しているごまた，ポンクトサン川と流側では，ガロ

ーの沢角在来凝灰岩部屑および吉井川角牒凝灰岩部!日が露出し，SWに傾斜しているつ倶登

山川からポンクトナン川にぬけるNW-SE方向をもっ断層と，三角山の東側をとおりポ

シクトナン川にぬけるNNE-SSW方向の断層とにはさまれ地域では，5 の沢変朽友山岩

。石の川角疎凝灰岩部将の下部屑。三角山石英和面岩という順に露出し，SW に傾斜して

いる。さらに，倶登山川からポンクトナン川にぬけるNW-SE方向の断屑の西部，およ

び南部では，N40"E0 30 c SE および N20 コ Eo20
C
NW の走向・傾斜で青井川角棟凝灰岩
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古13屑が発達しており，黒松1)'1期の輝石支LIT岩の!溶岩jf[や扶桑集塊岩層でおおわれているっ

ここの走向。傾斜から，これら黒松肉期jの火山岩類の下には，少なくとも 1 本の向斜軸が

想定される。

黒松内!引の所産である友山岩の熔岩iilLや集塊Y=f屑は，新市三紀層からできている山地帯

と，おもにijUW刊からでている台地または台地状の山地との境の附近に，ひじように発達

している ο これらの火山口類の分布のようすから地域の北丙隅から南西|特に向う 1 つの

大きな構造線が必定できる c また，地域の西部では，末広屑が発達しており，倶登山川を

中心として:夜間では N 30'W0 15
c
SW，目前IJでは N 10eE0 10 へ ~20cESE の志向。傾斜を

しめしており， N-S 方向の走向をもっ 1 本の向科卒Iii が::(j:iじしている。しかも，この向 Jq

軸の落しは南である このように，情G流や宅塊汗!日の分布のようす，および末広日の構

造からみると，大きくみて， NW-SE の走向をもち， SW 落しの構造をしめしているもの

と推定できるコ

この図幅地崎の日南部をみると，下tir:から火山71午屑物からできている留存都府が，ほと

んど水平にちかい構造で発達し，さらに，ほぼ況地形に沿ってよ狩別府が不整合におおっ

ているつまた，この池上司{のH·H可悶には，円封t'J巳の火山噴出物からできている下町火山体の

北半部が，まえにのべたJL1: h0{ のーと位にのっている。

VII.2 地史

これまでの各項でのべたことから， この地主 'Z の地買構成が，現在みられるようになった

経緯を，あるていど推定することができるコ

VII.2.1 新第三紀

この地域の基盤をつくっている新第三紀闘は，凝灰岩や凝);J(lI q' 集j鬼岩を主体として，い

ろいろの火山岩類を伴なうもので，この図幅地域の東につらなる定山渓地方と同じように，

新第三紀には，火山活動がひじように!圧毘であったことが推察される。

脇方層堆積期

この地周の堆 FfiJ 号jは ， -~~~~i を通じて火山活動がはげしくおこなわれたらしく，紋色凝民

岩をはじめ，火山昨屑刀を主体とし，変朽安山岩の俗岩流を{千なうものであるが，中間に

は酸性 Y干の活動もみられ，行児flI f訂岩の惇岩 ifrf も介在している。

しかも，この火山活動は，この JlL hj(の東部地域がもっともはげしかったらしいぜこのこ

とは，変朽安山岩の熔岩流や実 i史irJ が多いことから推定できる
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春日層堆積期

まえにのべた脇方屑の堆積期を終えると，ひきつづいて変朽安山岩の活動から始まる春

日!習を堆積した。この堆積期の前半は，変朽安山岩の惰岩流を溢流するような活動がおこ

なわれ，石英粗面岩の熔岩流も{半なわれた。この堆積期の後半でも，火山活動は衰えるこ

となく，玄武岩買の集塊岩層を堆積し， しだいに酸性となって，石英粗面岩買の角陳凝灰

岩や集塊岩層を堆積した。

この堆積期をとおして，初めは輝石安山岩の活動をともない，もたらされた凝灰岩は主

として安山岩茸であったが，前半の終りごろには石英粗面岩の熔岩流を伴ない，凝灰岩も

石英粗而岩't~のものにかわっている。また，この堆積期の後半では，はじめに玄武岩の活

動があったが，そのごは，ほとんど石英但面岩買のものになっている。

母沢層堆積期

この地域では，まえにのべた在日層堆積期にひきつづいて母沢屑の堆積期にはいってい

る。しかし，この時期と在日層堆積期とのあいだに，造構造I主動があったらしい。それは，

この堆積期は疎岩の堆積にはじまり，地層の厚さも 400 m でかなり厚く，しかも，疎は，

ほとんど黒色頁岩の円礁からできてし/ユることから，いちおう造構造運動が推定される c

堆積物は，凝灰岩や角牒凝灰岩などの火山砕屑物を主とし，ほとんど安山岩貨のもので

ある c このような時期をへて，この地域[こは大きな造構造運動があり， しだいに陸化して

削剥期間にはいった。 この地域に発達している E-W 性の断層はこの時期に形成された

ものであり， しかも，この構造E動にともなって石英理岩の活動もおこなわれたらしい。

後母沢先無の沢間隙

母沢屑の堆積したのち，この地域はかなり?ミきな自Ij長IH明があったらしい。すなわち，脇 ー

方層や春日居を，黒松内期の輝石安山岩の4陪岩流や，桑集J鬼;f i屑が不整合におおってい

ることから，このような削剥期が推察される c

無の沢層ー末広層堆積期

この時期のはじめには，地域の西北部で凝夫賀砂岩のNt積がおこなわれていたが，西南部

北海道のほかの地域と同じように， しだいに火山活動がはげしくおこなわれ，輝石安山岩

の熔岩流を溢流し，これにともなって，同質の集塊岩なと、の火山砕屑岩層がもたらされた己

この時期の後半は，火山活動も衰え，末広居を堆積するような静穏な時期であったらしいc

後末広間隙

末広屑のf町長後，この地域は陸化し，削長IJがつづけられたこ一方，瀬棚層相当層が欠除

するような，長い削長Ij開jの問には，かなりの造構造直動があって，現在みられるような地
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質構造の大様が決定づけられたらしい。

VII.2.2 洪積世

この|時期になると，新第三紀末に決定づけられた，この地方の till 質構造と密接な関係を

もって，はげしい火山活動がはじまったものと推察される。この地域の東部や， 831ill 山

附 ;IJJ こ発達している火山岩類，西南部の地域に発達している胃寿都恒などはこの|時期のも

のであろう。これにつづいて，この地域が間けつ的に隆起運動がおこなわれ，数段の段丘

面をのこしてこの地域一帯は隆起したごそして中位段丘面形成後低位段正而形成いぜんに

火山砕屑物を主とする真狩別居がもたらされた c

VII.2.3 沖積世

洪積世の末葉から沖積世の初葉にかけて，この地域のまわりで，最新期の火山活動がお

こなわれたへ美し l J:'j'O蹄火山体が形成されたのはこの時期である。この活動ばひじように

はげしく，熔刀流や火山砕屑物層をもたらした~

そのご，活動は止んで現在におよんでいるコしかし，この地域外では，活動は徴弱とな

ったが，中止することなく現在巳およんでいる

また，現在の河川に沿って発達している氾濫原が形成され，現在におよんでいる

VIII 応用地質

この地域は， ip 新世訓 i定期の火成活動が，はげしくおこなわれたところであるが，図 l隔

の百南 1ピ;ヰは，留寿都府をはじめ，第四紀の火山噴出物や Jjth'i; 白穎に広くおおわれてい

るこそのため，いろいろの有用鉱物をふくむとみられている新日三紀府は， ji1i く f里積され

ている

しかし，新宿三紀日が露出している北部および東部の地J:.D~には，貧弱ではあるが金銀鉱

床や石英脈があるほか，民化帝や fik 化鉄 J;~; の染している法;出:がみられるへ llftf 七鉄広の鉱

染地帯でほ，いろいろな規模の褐鉄鉱鉱山が生成されている

石英脈の延長プ'J ILl]および世化市や硫化鉄長紅染北;の(中びの方 i可などには，地岐によって

ちがいがみられる。脇方地域や在日地周では， N60-E ないし N40'E の方 l句山をしめし

ているが，北部地域では N60'E~EW である r このような石見脈の走河や日化情および

fii1[化鉄拡拡染帝の方 j百↑'!:は，この地域の i 1:. 1Q 構造によって，決定されたものであろう。

これらの金属鉱山をのぞく地下資源としては ， giS! ボの敷石用砂利や建築骨付用砂利とし

てr;1urz されている，ぺーぺナイ川や尻別川の河，~:操がある。
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また，第四紀の火山噴出物でできているより或では，地盤の陥没があり，羊蹄火山の山麓で

は，大f~i~のあるごとに，土石流によって畑地がよたわれて G) る。このような災害地質の問題は，

今後この止lv~の;ぺ長が進むにしたがって，いよいよ重視しなければならないであろうっ

VIlLI 金銀鉱

VIII.1.1 倶登山鉱山

位置および交通鉱床は，後志国岩内郡倶知支出Jにあり， iJL]振線六郷駅の北}j約 9km

のところに位註している。現地にゆくには，六郷駅で下車し，ここから北にのびている 6

号線道路にそって，北 12 線までゆき， ここから{具登山川に沿って約 3km さかのぼる。

そして北方から流れてくる谷川を約 lkm ゆけば， IFI坑口 lこ達する。六郷駐日から谷川まで

の聞は， トラックが運行できる

地質および鉱床 広山附j庄の士山買は，すでにのべた，石の川角陳凝り〈岩部回のなかに情

岩流としてK遣する三角山石見tft而??であるごこの石英阻ill!岩ば ， ~'L山の西部および南部

では，黒松内期の択桑集l鬼吉田に不整合におおわれている。

拡)ぷは， この三角山石英但直!岩のなかに達する EW'iり1:の裂昨:にそって形成された金銀

石1克服である。

ネ

この鉱床については，大町北イ!日が 1949 年(昭和 24 年)に~査をしている二そのEZ旨

ばつぎのようであるつ

拡!末は，まえにのベアこ三角山石児科H面岩の裂障にそって網状に克達している干lij~!民で，

ほぼ N800E の走向をもち， 75·~80 二S の傾斜をしめしている。

坑道は， N lOoE の方自に約 200m 掘進されており，そのあいだに約 15 の石英脈が党

達しているのが確認された。

なお，石見脈のなかには，随伴j;I~:物として，黄銅鉱@抑J銅鉱。硫石Jt鉄鉱。閃亜鉛紅。銅

藍および合錫鞠銅拡などがみられる。

VIII.1.2 石英脈

新第三紀回の分布している辿成には，方々に石英脈が発達している c その主な;半減は，

在日地域とガローの沢上流出 h~ であるつ

吾日地域では，石英脈は脇方!函のヒ出をしめている日暮沢変朽支山岩，および沼の沢ほ

色凝灰岩部屈のなかに発達している。この石英脈は， 1百の沢の河岸では N20'E• 50·SE,

*大町北一郎: 倶登山鉱山鉱床調査報告(未発表)
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ベーベナイ川と笹の沢とにはさまれた山地では N 20E~N50"E0700~80~NW の走向。

傾釘をそれぞれしめしている。石英脈の幅(ま，最大 1 m (こ達するものもある、ほ岩は強

いtil:化作用をうけて G ~るほか，黄鉄鉱がいちじるしく紅染している。

また， ガローの沢上流lilhi~では，右日 rr~の上部をしめる石英ill而岩'W'の吉井川内在来凝日

!吉井回のなかに発達している r この地問でほ N30W~N60W の走[6] で， 80··NW の傾

引をしめしているコ石英g;f，の幅は，長:ノミ 2m に遣する(母宕の変質がGユちじるしく， 11 主

化作用。粘七化作用。黄鉄鉱化作用などをうけてh る

VIII. 2 椙鉄鉱

このi也岐の方々に， 1昔鉄鉱の露頭からみられるこそのうちの主なものは，現在稼行中の

日鉄倶知支鉱山と， F-! 鉄ぺーぺナイ fiL~IJl の 2 つである このほかには，稼行の対称となる

ようなものは，発見されていな L

VIII.2.1 日鉄倶知安鉱山

位置および交通鉱区は， )J !J 振[司虻田郡京極村字脇方にあり，ワカナタップ川と白井川

とにはさまれた丘陵'fi l:山地に位置しているよ現地には，)j日振線京版駅で脇方線にのりかえ，

終点脇方駅で下卓するコ駅から鉱山専用道陥にそって，約 2km ゆくと探鉱現場に達する

沿革 この鉱山は，明治 31 年に京経村の!喪失によって発見され，同 35 年に朝合某が

第 11 図版倶知安鉱山(露天掘現場より羊蹄山を望む)
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第 12 図版 日鉄倶知安鉱山(露天掘現場)

試掘権をえた。その翌年に東京の橋本組が譲りうけたが，試掘ていどで採鉱するまでには

ならなかったc 大正 5 年に三井鉱山株式会社の手にうってから，はじめて試錐などを行っ

て積極的な探査がはじめられたコ同 8 年末に日本製鋼所倶知安鉱務所となって操業をはじ

めたが，同 9 年 7 月に京極。脇方向に鉄道が開通されるにおよんで，ょうやく本格可に発

展の段階にはいった。しかし第 1 次世界大戦の反動によって，同 10 年から同 13 年まで休

山した。そのご同 14 年に再開し，小規模に操業をつづけてきたが，満洲事変から急激に発

展したc この間，日本製鋼所より分離し，輪丙製鉄株式会社となり，昭和 14 年 5 月日鉄鉱

業株式会社の設立によって同会社の経?三となり，現在にいたっている。

地質および鉱床鉱床が賦存する地域の基盤地買は，訓縫統下部lて対比される脇方図(熔

岩流として変朽安山岩をともなう集塊岩屑)で，これを留寿都府(火山灰白粘土屑と火山

灰層からできている)が不整合におおい，さらにこれらを不整合におおって~I-r狩別府が発

達している。

会主1+は，留存都居の下位にあるものと，留寿都府のと位にあって ~~r狩別居におおわれて

いるものと 2 つの屑準のものがある。

前者は，脇方層の集塊岩の上位に賦存しており，集i鬼岩と拡!ぷとの出は，いちじるしく

粘土化して，その関係は漸移関係にある。しかも，粘土化した集塊岩は，黄鉄鉱化「'i:用を

いちじるしくうけている c 鉱床は塊状のもので，厚さも 30 m ~こ近いものまであり，はっ

きりと集塊岩の構造がみられる。

ところが，留存者I~屑と t'iI]守別居との間 lこ賦存している鉱床は，現在の地形とほぼ同じ傾

斜をしめし，居状を呈しているつしかも厚さは 5m をこえるものはほとんどない J また，
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鉱床のなかには褐鉄拡化した木や木葉のほか，安山岩の角操などをふくんでいるつ

したがって，前者の塊状鉱床は，いちじるしく黄鉄鉱化をうけた集塊岩が，褐鉄鉱化作

用をうけて生成されたものであり，後者の層状鉱床は，留寿都層の堆積したあとに，その

地形面にそって沈澱してできたものと考えられるコ

鉱床は， 3 つの地区に賦存しており，その規模は幅約 300m 肉外で，延長 250m から

1,100 m にわたるものであるつ

鉱石は，塊状鉱床のものは堅固でH前日色を呈し，層状鉱床のものは，多孔質m しような

*ものが多いっ品位は，ひじように良好で，鉄分 52 J';~56 J~である。

VIII.2.2 日鉄ペーペナイ鉱山

位置および交通鉄区は，日R振匝l虻田郡京ト村にあり，胆振線京極駅の北東方的 Skm

のぺーぺナイ川の北岸[こ位置するシ現地には，京極市街から倶知安に通ずる同道を北にゆ

き，さらにぺーベナイ}l lにそって約 Skm さかのぼると，採掘現場に達することができる

沿革 はじめは室蘭市菊地組の所有であったが，大正 5 年に北海道民拡汽船株式会社

が買収しだc 大正 6 年には北海道製鉄H~式会社に譲り泣し，さらにたiES 年には日本製鋼

所の所有となったうそのご，輪百製鉄昨式会社にうつり，昭和 14 年に日鉄紅葉株式会社の

設立によってその所有となり，現在にいたっている。

地質および鉱床 鉱山附j庄の i由貿は，ぺーぺナイ川緑色凝灰岩部層とこれを員ぬく石見

斑岩が発達し，それらを第四紀の崖詑堆積物がおおっている。

ぺーぺナイ川禄色凝町岩部/肝および石英QE岩はひじように註化作用をうけているつ Jモ;床

第 13 図版 ベーぺナイ鉱山(視鉄鉱露天掘の現場)

*日鉄鉱業所北海道作業所事業概要によるつ
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第 14 図版 ペーぺナイ鉱山(褐鉄鉱床)

は，これらの岩石を侵蝕してながれている大飯沢と安藤沢にそって，生成した沈澱鉱床で

ある c 鉱床の規模は，ひじように小さなものである

鉱床の下部は， 1;主化岩や安山岩の亜円疎をふくみ品位は低いが，上部になるとほとんど

*褐鉄鉱だけとなり高品位のものとなっている c 品位(土鉄分 52 ;'c;'~55;;c;'である。

VIII.3 ]I[ 石少 手IJ

この地域で，河床礁が利用されているのは，ぺーぺナイ川と，尻別川である。採取地は，

ぺーぺナイ川下流および寒別地区の尻別川の河床である J 前者で採取された川砂利は，こ

の地域の道路の敷地として利用されており，後者で採E之されたものは，それぞれの需要に

応じて，胆振線寒別駅から貨車で各方面に送られているご砂礁は河川の流域を構成してい

る地買の影響をうけ，ぺーペナイ川のものは，変朽安山岩。角陳凝!死岩。畦化岩および輝

石安山岩などの礁が多く，尻別川のものは，輝石安山岩類の礁が多 L

VIII. 4 災害地質

VIII.4.1 地盤の陥没

この地域で，地盤の陥没がおこっているのは，留布都!再で構成されている広域である。

とくに，倶知安町八幡地区のように官キ都!日が発達する台地から /1[1 民地にうつりかわる傾

斜地の地域で，濯がい用ノ k路が掘られているところにみられる

すでにのべたように留寿都屑は火山!売。浮石牒などから構成されている地問で，地表7K

求 日鉄鉱業北海道鉱業所事業概要による

- 40 ー



第 15 図版地盤の陥没(倶知安町宇八幡)

の浸透度が高い二したがって，この地屑中にろう水防止の施設をしない濯がし】用水路が閉

さくされている場合には，これからの浸透水も加って，地下水の水量はいちじるしく増加

する

また，この地下ょによって，火山町が流失して地下に洞穴ができ，それがしだいに大き

くなって，地表からの圧力にたえられなくなり，地盤の陥没がおこる

地盤陥没の防止策としては，地下水を全くなくすることはできないのであるから，京医

の建築や，濯がい工事に当つては，地質をよく調べて地下水の流路となっている iffをさげ

る以ヰにないっ

VIII.4.2 羊蹄山麓の土石流

羊蹄火LLrf本の破片抽出物 (Yfd) が発達している山麓部に， r;昨日のたびに大小の土石流

があり，多くの畑地が流失して，毎年たきな損害をうけているつ

このような土石流のおこる原因は，破片抽出物の下位に u手I~事 3 期の熔岩jfiが発

達しているために，降 i~r~jのさいに浸透した地去水は，地下水となってこれら熔岩流の上而

を流下するヘ地下水は，流下に伴なってしだいに水量を増し，水圧によって，破片抗i出物

の 1 部を押流すようになる

このようにしてできた谷は，降雨ごとに山頂部にむかつて成生してゆく c 同時にその谷

にそって，その両側から崩壊し， しだいに大きな土石流を押出すようになる

:、1三時山麓の土石流は，うえにあげたような地目現支によって生するものであるから，一

時のまにあわせに，こそくな土塁や，植林では到底処置しきれない 7 速かに詳細な地質調

査をおこなって，岩屑の分布。性状などをあきらかにし，恨本的な解決策を検討する必要

があろう
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Resume

TheKucchiansheetcoversanarealyingbetween43ーO'and43ー50'

N.lat., and141015'and141ー0'E.long. , whichincludesthecentralpart

oftheNasuvolcaniczone. ThefieldsurveybeganinJuly1953and

cametoanendOctober1954. Thisexplanatorytextisbasedupon

that 五eld-work and dealsbrieflywith thestratigraphyandmineral

resourcesofthisdistrict.

NeogeneTertiary

TheoldestformationofthismappedareaistheWakikataformation ,

whichcomprisessuchmembersasWakkasatappupropyIite(YPIJ , 1,016

m-yamaagglomerate (YagJ , Otomiliparite (Ylj , P邑penaigawa green

tu 妊 (Y gt2Jinaseεnding order. Ofthem , theWakkasatappupropyIite

asthelowestmemberintheWakikataformationbeingdistributedin

theWakikatavicinityintheeasternpartofthis sheet , is pyroxene

andesitealteredtopropylite. The1,016 m-yamaagglomeratelieson

theprecedingpropylite , andischaracterizedbyagglomerateofandesitic

nature:thebrecciaofthisagglomerateismainlycomprisedofpyroxene

andesite altered to propylite , and the matrix is andesitic tu 百， dark
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greenish grayincolor. TheOtomilipariteis distributedinthe

Wakikataregionoftheeasternpartofthissheet;thestratigraphical

relationbetweenthisrockandtheprecedingmemberisnowunsettled.

The Pepenaigawa green tuff lies conformably on the preceding

member , andisdivisibleintotwoparts:thelowerpartischaracterized

bytuffbrecciawithtufaceoussand 宝tone ， whiletheupperpartischiefly

composedofgreentu 百， intercalatedwithtufaceoussandstoneand tu 百

breccia; thewholethicknessis500m. TheHigurezawapropyIite

liesovertheprecedingmember, attheuppercourseofthePepenai

riverandHigurezawa , intheeasternpartofthemappedarea;itis

pyroxeneandesitealteredtopropylite. TheNumanosawagreentu 在

lies on thepreceding propylite, and ischaracterizedby pyroclastic

sedimentssuchas tu 旺 breccia ， tufaceousagglomerateandgreen tu 百，

about200m inthickness.

TheKasugaformationisdevelopedinthenorthern andnorthｭ

westernarea of this sheet. Itis madeup of such members as

GonosawapropyliteCKpl) , Sasanosawatu 旺 breccia CKtb1J, Ishinokawa

tu 旺 breccia CKtbJ , SankakuyamalipariteCKIJ , Wakasauennaipropylite

CKp2)'17ltenzawabasaltCKp3) , GaronosawaagglomerateCKag) , Ponｭ

garonosawaliparite(KI2) , Aoigawatu 百 breccia (Ktbβ ， andBannosawa

greentu 任 (Kg t) inascendingorder. Oftheseformations , theGo:nosawa

propyIiteisdistributedinthecentralandtheeasternpartsofthismapped

area;itispyroxene ande~ite with agglomerate altered topropylite.

TheSasanosawatu 庄 breccia intercalatingwiththeprecedingpropylite,

ismainlycomposedof tu 任 breccia withathinbedof tu 旺， greenish

grayincolor, thickness300m. TheIshinogawatuffbreccialiesover

theGonosawapropylite, andismainlycomposedofpyroclasticsediments,

suchastufaceousagglomerate, tuffbrecciaandtuff;alloftherocksof

divisionareliparitic , thickness700m. TheSankakuyamalipariteis

foundatSankakuyamaanditssurroundingareainthenorthernpartof

thissheet. TheWakasauennaipropyIiteisdevelopedattheeastern

sideofthemappedarea. The71tenzawabasaltistypicallydeveloped

at71 tenzawa , atributaryoftheIshinokawariverinthenortheastern

partofthi~ district. Itisaugitebasalt. TheGaronosawaagglomerate
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consistsofhyperstheneandesiticagglomerate , 350m inthicknεss ， interｭ

calatedoccasionallywiththinlayersof tu 百 breccia and tu 丘 The

PongaronosawaIipariteisfoundatGaronosawainthenorthernpart

ofthissheet. TheAoigawatu 百 breccia typicallydevelopsalongthe

Aoigawa river to a total thickness of about 400m. As to the

stratigraphicalrelationbetweenthismemberandtheGaronosawa tu 旺

breccia , the former lies conformably on the latter. It is chiefly

composedof the liparitic tu 百 breccia ， intercalating occasionally thin

bedsoftuffandtufaceous agglomerate, whicharegreenandgrayin

color. TheBannosawagreentuffgraduallypassesfromthepreceding

member;itconsistsofpyroclasticsediments, suchastufaceousagglomeｭ

rate , tuffbrecciaand tuff , greenorgreenishgrayincolor. Allof

theserocksofBannosawagreentu 百 are 1iparitic , 350m inthickne~s.

Next, comestheMozawa for 官喝 ation which is divisible into two

mainmembers:theMiginosawasandstoneconglomerate(Msc)andthe

Nakanogawagreentu 任 (Mgt). Theformerconsistisofalternations

ofsandstoneand conglomerate, greenishgrayincolor;the latter is

composedofpyroclastic sediments, such as agglomerate , tu旺 breccia

andgreentuff, withthinbedsoftufaceousshale.

Quartzporphyry(Qp)isalsodevelopedatthecentralpartofthe

Kasugaformation , andiscoveredbyanandesiticlava 日ow of Pliocene

age. Thereforetheageofactivityoftherocksinthisareamaybe

手 latter Miocene.

ThePliocenedepositsoftheareaaredivisibleintothreegroups:

theNashinosawafomation (Ns) , Fusδagglomerate (Fag) andSuehiro

formation (Sts) , inascendingorder. TheNashinosawaformationis

exposedinonlyasmallarea , alongtheriversideofatributaryofthe

Nashinosawa. Itmainlyconsistsoftufaceoussandstone , intercalating

withthinbedsofsandy~hale andconglomerate;thewholethickness

andsuccessionareatpresentquiteunknown. TheFusoagglomerate

isdevelopedwithatrendfromnorth-westtosouth-east, inthecentral

districtofthissheet;itisconsistschieflyofagglomerateofandesitic

naturewhilethebrecciaismostlyaugitehyper~thene andesite. The

Suehiroformationismainlycomposedoftufaceous sandstone, occasi-
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onallywithinterecalatingthinbedsofsandyshale. Fromthelithic

character, itisquitecertainthattheseformationscanbecorrelatedto

theKuromatsunaiseriesdevelopingwidelyinsouth-westernHokkaido.

Itshouldbementionedinthisjuncturethattherearevariouskinds

ofvolcanicrocksofPlioceneageoccurringaslavas:Nakayamanashi

Lava(An1) (hyperstheneandesite) , Matsukawalava(Anz)(hypersthene

augiteandesite) , 931m-yamalava(An3) (hyperstheneaugiteandesite) ,

Osawalava (An4) (augite andesite) , Kashipunilava (Ans) (augiteｭ

hyperstheneandesite)andNupurienkorolava(Ana)(augitehypersthene

andesite).

Furthermore , thereareotherigneousmassesofandesitic(Bihinaｭ

iyamalava) (Bla)andliparitic(Yomotoliparite) (Yal) rocks , which

begantoappearafterthe deposition of the Suehiro formation;the

precisegeologicalageof them isatpresent unknown , but it may

probablybelater PlioceneorearlyPleistocene.

Quaternary

Therearevariouskindsofandesiticrocksoccurringaslavas , the

geologicalageofwhich is eraly Pleistocene.They are: Muineyama

basallava(La1) (augitehyperstheneandesite) , 831m-yamalava(Laz)

(hyperstheneaugiteandesite) , Yoichi-dakelava(La3) (augitehypersthene

andesite)andMumei-yamaLava(La4) (augitehyperstheneandesite).

TheRusutsuformation(Ru)liesunconformablyontheNeogene

Tertiarydeposits. Itiscomposedofpyroclastic sediments, suchas

volcanicashandpumice, allpinkishgrayincolor.

Inthisdistrict, threeterracescanbeseenontheplateau. Ofthese

thehighestoneistraceablealongthecontourlineofabout320m-360m,

whilethemiddleone(Mf]occupiesan extension, about200m-260m

high. Thelowestterrace(Lt)completelypreservesitsoriginalnearly

horizontalsurface;itextendswidely. Alloftheterracedeposits

containgraveldepositsofvariablethickness , formedof pεbbles mainly

ofandesite, probablyderivedfromthehighmountainousregion.

TheMakkaribetsuformation(Ma)coversthehigherandmiddle

terracedeposits, andiscutbythelowestone. Itischaracterizedby
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pyroclastic sediments, such asvolcanicashalteredto loam, pumice,

volcanicsandandscoriae. Allarebrownishgrayincolor.

The Yδtei volcanicsarealsodivisibleintotwogroups:themain

volcanovolcanicsandtheparasiticconevolcanics. Theformeris

composedoftheIst-3rdlavas CYv1 , Yv2, Yv3) andfragmentalejecta

CYv4) , whilethelatterisdividedintothreemembers:Kitayamalava

CYv5 ) , Hangetsu-kovolcanicsincludingHangetsu-kopeaklavaCYv6)

andFujimivolcanicsCYv7).

Mineralresources

Inthisparagraph, somemineralresourcesfoundinthisdistrictwill

bebrie 白y dealtwith. Gold, SilverandPyritedepositsarefoundin

sedimentsorvolcanicrocksearlyMioceneinage. Limoniticdeposits

wereproducedduringthePleistoceneage.

Besidesthese, gravelsarealsolocallyemployedinmakingcoucrete

forarchitecturalandotheruses.

GoldandSilveroredeposit:-AttheuppercourseoftheKudosan

river, goldandsilveroredepositshavebeenknownsinceveryolddays.

Theyarefoundinquartzveinsdevelopedintheigneousrocksinthe

earlyMioceneage. However, suchdepositsareofslighteconomic

importance, owingtotheirsmallscale.

Limoniticdeposits: ー Limonitic oreisfoundinvaryingamounts

elsewhereinthePleistocenedepositsandinthepropyliteorgreen tu 旺

sedimentsofvariousformations. Amongthem, theoredepositdeveloped

intheneighborhoodoftheNittetsuKucchianMineinthecoursepart

ofthisdistrictandtheP己penai depostsituatedattbemiddleofP己penai

riverhaveaneconomicvalue. Theyarebeingmilledatpresent.
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